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通黛および麗 積

j邑1:t

、 1968 じSS l.00°0=Rs. 4.76 

1968へ 1972 CSS l.OO=Rs. 5.95 

1973 USS 1.00=Rs. 6.74 

l号74 じS$ 1. 00 Rs. 6. 69 

1号76 U S $ 1. 00 = H s. 7. 25 

ドト；ECレート（ドoreignExchange Entitlemm巳nt Certificate! 

1号69～ 1972 lJ S $ 1. 00 ~= Rs. 9. 22 

1973 lJ SS 1.00=Rs. 11.12 

1974 USS 1.00 Rs. 11.03 

1976 lJ ss l闘 OO=Rs. 11.96 

l lb （ボント） 与0.454 kg 

1 acre （エーカー） ：τ0.405ha 

1 pints （ノすイシツ） c'c,0.56Se 

l mile （マイル） 二1.609 km 



リランカにおける牛肉生産の

現状 と 間題

小沢 ヌ］＊
、ヒハ

は じめに

昭相51年 6月から52年10月までの約 1年半にわだり，熟幣農業研究センター第：部からスリラ

ンカ獣医学研究所に派遺され，同国の牛肉生咋に関して調査研究を行なう機会が与えられだ。人

リランカにおける肉牛生産に関する研究フロシェクトは，昭和47年11月松川正技官（現農林水所

省東北農試）により先鞭が付けられ，その後限田彰技官（現鹿児島大）から本官に引ぎ継かれ，

後任の岡田光出技官（現農林水産省草地ぶ）の陪和53年3月の帰国で，約 5年半にわたる同国の

研究プロシ‘ェクトに一応終止符が打だれた。

それぞれの在任中の研究成果は， CeylonVet.J, J.A.R.Q., を始め各種報告内，学会芹に発

表されており，この報筈書を取りまとめるにあたり大いに参考にした。まだ，牛肉生産に関する

現状を技術的，経営経済的，社会的視点から出来る限りの情報を集め，整理し，その後の調査研

究の拠りどころとした。しだか・)て，この報告は文献調査による資料と，欠落しがちな生産現場，

とくに，今後の畜産発展の鑓をにぎる DryZoneでの調査研究を砧にして，現状を述へ問題点

を提起しだ。今後，本資料がスリランカのみならず，東南アシアの畜産の研究を推進する Lにお

いて参考になれば屯いである。

なお，前ffの松/II, 墜田両技官の努力と受け入れ側の人リランカ農務困じti~廿局と獣医学研究

所の温かい配慮によりド］滑に研究が逐行されたことに深く感謝の意を表する D

＊おざわしのぶ 畜産試験場加工部主任研究官

---l -
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スリランカ経済における農業の地位と畜産の役割

経済の概況

1975年， スリランカの人口は1,400万人の を突破し， 人[j は2.4% (1970 

と報告されている.) , 1972年における経済成長半は2.4%, 1人胄り（ふN.P.は llOUS $ 

(1973年） で，実質的には経済の伸 はほとんどなし;0 

フレーションと物価高の進行で，国民生活は一層圧迫さ

さらに， 1973年の石油危機以来のイ，9

外貨事情も非常に悪化しており，

1970年における貿易収支は約 7千りUSSの赤

附晶；こ，｝ぐオー：力吐曽り[Iしてし iる。

であったか， 1974年には約 2億 4千万US$と大

総人［］の52%は牒業に従事しており， G.D.Pの33.3% (1974年） は農林水産業により生み出さ

れてしヽる典刈ーり的な農業国である。

牛勿の輸出に頼っていることは，

作目の収穫は

索がそのまま，

とく！こタト貨の 3I 4以上は紅

この国の経済の大きな特徴となっている

に左右されやすく，

スリランカ経済の不安定さにつなか）ている。

ゴム， コ了ナソツの

しかも，

まだ国胃市場価格の変動も大きいだめ，

これらの二大

二れらの不安定要

，輸入品の大部分は食糧品

日常雑貨品なとを中心にしだ消費財かはとんどで， とくに食柑品は米，小麦， 砂札凡乳製品など

で48%を占めてし)る (1974年C)C 正Zifり1よ/';-f変(/)糸各；斉>ii!!}tり）た忙）に， これら消費財に費やされる外

貨を節約し， それを～・［業化のために[111すことか必須の条付と考えており，

(1)斤り Liこ多う力してし＼る' ますます増大するであろう人11をかかえ， ，日

そのために食糧!'l

か7割程度の国民

の［食である米0) 白給を， 機械化やDryZoneにおける灌閥事業を推進することによ -Jて

成しようとしているが，

る。

これらの事業のばとんとは外国の投助［こ頼らざるを得ないのが現状てあ

畜咋物 1こつし＼ては， GDPの 6%を占めるにすぎないが (1973), 国内消費水 が低(>,だめ，

孔製品を除しヽてほとんど(J給して()る 0 孔製晶の目 は 5割 1こ満だなく， とくに， 厄飼料の

価格上昇にともなう ~tlP緊価格の急騰もあり，国の財政を圧迫してし)る o このため， 政府は，乳用

牛品秤の改良， 草地など国内資源の間発などによって牛孔の生産をあけ， 最終的には乳製品の自

給をu指している。

2. 土地利用の概況と畜産

ノ、リランカ共和国は北緯 60 から 10°I:わたる島111で，面積は約1600Ji .r:、ーカー (6.5 Jikm2 Iあ

t
 

,

e

o

 スッ

＇ 

)

＼

 

ー

＼
その）ち約 7割がDryZoneで． 年 1IP]北東の季節風の

Zoneで，北東の宋節風に上る仲i予"I:1JIJえて，

このDryZoneとWetZoneは年間降叶j菫 75インチ（約1900mm)

Wet Zone iJさら,. 殴";、::(1り1こ似11のよう（こ，

で1甘李を迎えるこ、残る 3割は

南西の季節風による雨予と年 2Iii]のfll--1:があ

Coconut 

を誌準に分けられている c

Triangle, Midcountry, Hill 

country, Other areas (こ系Ill11' される—

Wet Zon(、：こは， 総人11の60--70%

まだ，地)j行政

叶！しており，

昌：［文12 0) 上) I: [メ・・ク｝ さ11 る，9 

3大輸出任物である，紅茶， ゴム， コご］

ナ;'/Clほとんどかこ］）地域で枚焙されてし）る ・}j Dry Zone 1.:: Iよ;JzHJ (IJ60'; ん見［＜力ゞ a打・して-
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(ti上と 1しと:'llaha シーノ、ン・ 110 Hから 1月！こかけでu、） ：こ闘J,〗』 1. ~ てし'<,/: ヽ：め！こ？

そし？）

そゾ）他(T)DryZone iJ ほとんとオ、~利！甘び）〉ャングルや r'、I 然り＇l地か350Jj こに一 /7--:.:t り）ぶり，

耕地の絶月頂H責it限定されてし）る，・（表 1)

表 1 土地利用状

現況農地面積内訳
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水稲

やき畑作物を合も畑作
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エーカー

561,000 

655,000 

1,070,000 

901,500 

300,000 
""  

3,487,000 

残余面積内訳

(ai道屈各， iiiJ/i Iまたは水路，ため池，町村

b ~ 森 林

IC)露岩，急ftfj'ff地， 5000フィート以上のt地

闊）今後農地間発に使用可能と考えられる土地

1,250,000 

3,500,000 

4,750,000 

3.225,000 
""  

12,725,000 

、全国土血積

工．ーカー

16,210,000 

したかって， DryZoneにおける今後の開発はし）っ：こMahawe Ii分水叶圃の促進にかかって l¥る。

Mahaweli 叶両は， WetZoneのMahawe Ii川の水 2'Dry Zone にリ I いて，灌漑施設を拡大す~ る

ための30年間にわたる長期社両で，最終的には90)jェーカーをうるおそうという壮大なものである

発展に直要な意義をも三）箪地につ Cl-cは，人［い地は全国でわすか 2)jーエーカー (8千へ

クタール）に過 t'.だしいしかも， このほとんどは政府の農場や種畜牧場に属してしヽるの

ある—

図3に，人リランカにおける草資源を示した。 Dry Zoneは，人工の貯水湖（タンク）とその

周団の水田を除しヽては，ほとんと国行地のシャングルと自然草地である。農家から遠く離れたン

ャンクル地瞥やシャングルを焼ぎ払った後のChena と呼ばれる焼畑地，それ：：広大な「l然公園

を除し¥―てはほとんど放牧に利用されてし、 6"Dry Zone i.: はこの他， MahaweliIll下流の湿地常

に Villu草地としヽわれる良質の野草地が約20TJエーカ、＿—-あるといわれ（おり． ＾部が放牧に利用

されて l,る、
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C. 

(Coconut Research Institute) で‘はぶらに柏極的利rnを目指して， 樹下

R. 

,,、かの研

究をif'、）ごし＼る □ この他に高地には約16hェーカーのPatna草地かあり， 今後の開発利用地と

して残されて¥'る。

3 . 畜産物の生産

ス ラ ン力 1平扇は，表 2のとおりである を除し＼て， l』とんどの (! 

給してし)る 0 F. A. 0 C0 ,. し., し~

i —ふ 0c、 9

初には 7%程度， I 1000)」TS$)

農er物の輸人 IL総輸入頷の約‘ド分を占めており
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,-
\•-

［、か持だ

び）水焦より

｛よ j!]

類消費：、ii;cf)7 < {、~ も逹し -rし)る これを f~:] の価棺の面から検日＇］し：みると，鼠も高!,) (1) iよ記

J!:J,')しiで豚1月て， f「/1:JI上最も安し、 位rjえ：:f, Kandy iii内（］、）ぐーク］卜や小ヽ応店て売られ（し)

る＇「 t!、JU)価格！よ＇骨付ヤこ "Hs3.5・4.0/lb (292へ 334111/hg)(19771 である C 豚rtく］， 記1灯は絶対州
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みられ,'.;:¥' 

二のよう；ヤ 肉は国民の

と統制し C食肉

活にと＇）て重喫な蛋臼源なので，政府は'「 I>、J:J)filfi格左 RsL25/lb

の不胄な利益を抑え，安い牛肉を国民に供給する政策

・;)だが， 現在ではもち巧んこのような公定価格は行名無実の t,J)とキt)てp /~-
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-それに取り組んだのはこく最近の一→ とで',

方法別に耕起向積とその割合をぶした．八て‘しヽ る；表 3に

表 3

そi1 ! こf吏オ）れる動物）は

業の機械化は第｀．次大戦後に始ま）た

農作業方法別面積（エーカー）
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スリランカにおける畜）Jによる農耕のjj本は水＇卜でぁり， 政府は水＇卜を水 [LI作業に使うことを

してしヽ る) '卜は にf本格が記尻で訓練されてしヽないだめ， こく一部の地}jで耕作：こ使われ

てし）る；こ過ぎなしぃ扉作作繁(})中で耕起` 上，均平それに脱設作党は水牛により行われてし〉る

人＇）ランカ

しかし，近年 1、ラウタ-や耕連機の輸人か増加j・ 心し')れて畜力利用は汁恥1成してし iる ずなわち
15 

業機械化実験謁査団の報因
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水Ulなどでは，

わ』1、なくなり，

んど他わ ;/1ておらず，

｛こよると， ,jUf!; (Mannar, Vavuniya、Jaffna)で

東部 (B . l " attica oa, I orrncomalee) でも水＇卜は農業川にはと

こ(1)仰向LtI点j;嶋およひ内部｛＇も漸次疇透し＇つつある， 9

仝1本としては表 3にぷすよう｛：水＇「：：よる耕起 iJまだ 3割在占めて t)る，今後機械化

か進んでも，桟械が入り：こくし)1Jヽ区間Jの水Hlや， 山間立IIcn棚廿l, それ！こ;)じね l'化しやすし＼上りの

水’ートや人）jに依行しな｛｝ればならなし lo また，小規模経宮農家にと，,Cit, 機械

の購人iよおろか賃椙りの余裕もなしic'¥実， 4卓詞トラクター数は1969年のll,000台をピーク I.. 
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まだ 2輪のテイラー
JO 

少しつつある、）これらは

る小門I]2輪トラクター の5,800

悦料骰か高い上 1こ，部品か手｛こ人らないことなとがその減少の理由で

ヽ
~9、

〈

9Cぁ

次 1ご，

か

にDry Zone各地におげる水牛

を表 41こ示しだ

表 4

をピークに，

につ l'て調べだW_ Kumaratileke ほ
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水牛による 1日当り農作業効率（エーカー／日／頭）
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耕起は朴通 1-2頭のへ了で用いられる C) り奉上と脱穀は 4--8頭を し， iで用 t>られるため， 効

奉が悪し}こ9 とくに，砕Iー：は量労働で0.12エーカー/f」

が， 妊娠↑ (23%) や搾孔'I"(36%) も使役される。

である。 には雄が用しヽられる

1日の使役時間は耕起，

脱設で9.8時間であるが，

て次の労役に備えてし)るぐ

農繁期に連続して毎日使役されて()るわけではなく，

l ユこーカー'½ り未井1乍＇方賃は，約 141Jレピーで、あるが，

で6.4時間，

時々休息させ

なり’変動かあり， 90-220Jしピーとなって t)る0 支払いは現金や収穫された米

地誡 1こよ')てか

なわれてし);.s C 

'!・(})畜力利用につ＼ヽ て，，介者らかDry Zone 3 地域で調査した結果を表 5 しぷし~ だ2

表 5 牛の畜力利用について (Dry Zoneの調査）
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非富(:巾
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I~ ト
9、.、ゴヽ

経営経済的諸問題

；こと，~）て下飼菱

',, を飼 I,¥続［ナてきだ

として実胃に手をト-すc))!.t・'I・の場合：上イ人ラム

fi今

はDryZone: こ多く存在するか，そこ

在のスリランカの重嬰査肉資源として位買付けられるようになった，9

をめぐるもうひとつの特殊，l叶青として，辛教的間題がある、）

あるま，-ら

川はかj'.V)みら f!

こおける

；こ虫要で，牛:i古に欠くことかぐぎなし＼ものであ，~｝だど息われる c

インドから移fl:しご末こi緊｛こ，

として ,J'iil『より定着し(し＼た C f吏役用と

を失

：こ断▲ ち切

面からみると，役）廿から解放されで漫然ど餌われてし¥る 'i-

し,-〈．， 箪 iこ資r'[保行の.形態とか化さ 7,しる消極的ーが、ゞ ''Hi-.>

先のハ 1ヽ；ク内且牛を/IHt,、前も'}て連絡済みの食肉業者や中間業者か立ち

）し、その re・トから l を選び出すのであるか，改虔な仏教徒は食 1人］業者を婦 l•, 中間業者を介在さゼ

るc 近く 1→:)叶場の建設げ十両の，活かあると反対｝る所もあり，村落：こー車「の1が］いもなし＼どこ巧も多

;:, -、 .)j'Iじ）fさわた牛［奏］を食）廿 1こf共すること｛こ対して！土詞＇

んでし＼る人々，若し >lit代の入々は比較的抵抗感か少なし)'」こ〕てある。しかし，ノ、リランカ国民の

約20%!こ9月るヒンスー教員：｛よ，

をu木:: [~ てし iる

Ii ,tこ｛こ:/:,し,t tr月

に'j[i;Jを食へる風付は1艇く，

風付が叫

されてし＼る牛は現

豚の場合i土ギ.i)ス 1ヽ

ん｝

ぁ
＾ゞr,

、、

てでも， 都1hぬその近郊 1、:ft 

t豆伶1}I I甘， i窄；し月Hこ

主C.t文し＼甘ll系icllられ， t真極的！こ＇「存け J/jj! クして利jjj 

j る［］的［和］ゎJt始めたのは， I杯史的｛こ，土極 <1iいじの第・.次大戦後である このこと合考えれは，

／、リフンカでも字教的な風付が'11月生所を制限し：：し｝る本）［『的な間的ではなし、と息われる

2 . 経済的視点からみた牛飼養形態と肉牛資源

で飼オ）れて！ヽ る l:ょ ｛こ！土t支1が］と左り［｝；]と LCfi]rrJ tずしる力;' fl, り］々

・fL Li!、:j'I・・(I) をFlflり：こし rし＼るし！）で・;一［~ なし' Dry Zone 3地域の↑詞

農家は必

iこ対してi)-iだ

闊査鮎東を表 61 こボし~ だ

--9 --



表 6 農家の牛飼養目的 (DryZoneの調査）

地 力 !P) (M) (A) 計(%)
-・・~-・ — ー・―---- -・ 心 ""  --・-・ 

村屈 6 16 12 34 

農家数 10 20 20 50 

上地所有（エーカー＼

j I ，水田 3.1 1.8 4.1 3.0 

畑地 1. 5 2.6 l曇 9 2.2 

牛飼養目的

牛乳生産 10 20 20 50 (100) 

肉牛生産 ， 20 13 42(84) 

使役 1 11 11 23 (46) 

種雄牛貸与

゜
1 2 (4 i 

牽引用子牛生産 2 

゜
11 13 (26) 

(P) :Polonnaruwa, (:Vii :Monoragala, (A! :Anuraclhapura 

調査農家のほとんどは↑飼腔専業ではなか，)だ，●, Dry Zoneの農家の平均的水田所有面積は 3

エーカー程度で稲作と畑作との複合経宮であり，牛飼菱は副業的慈味あいが強い。通常，牛の世

話は農家の長男や雇用人によってなされており， t人は本業の稲作や畑作に従事しているへ二の

調査で!i1J答の得られたすべての農家は牛孔生産を目的にして牛を飼養している。

後述するように（第 V章），牛孔を売って現金収人をあけている I'olonnaruwa地方の

Monoragala, Anuradhapura地方の部の農家の他には，牛孔生咤は自家消費だけの場合も多

く，農家経済的意味は少ない。肉牛生陀を目的にしていると答えた農家は，牽引用のf牛生産を

専門に行っているAnuradhapuraの半数を除いてほとんどである〉すなわち，ほとん が

意識しているかいないかに関係なく，ある年齢まで育てた子牛を売り払い，現金を得ている肉牛

経常である。使役を目的に飼養している農家も半数近くを占めたが， これは使役牛を1灸j牛群の他

に数頭伽J,)ているという應味である。以上のことから iW卜として1苔場に集められる牛は，農家の

経営形態によ）て次のように分類される。

1) 酪農経営の副産物としての肉牛

スリランカには乳用牛は約35万頭いるといわれている（）品種は中央高地を中心にヨーロ／パ糸

孔用種及びその雑種か数Jj頭飼養されている他は， 大部分が在米f卜の Sinhala種であるが，そ

の他に Sinhala 種と Zebu系孔用種の雑種牛も

死亡年を25%とすれば，年間約17万頭のf↑

されている n f'卜の を65%. (-1トの

かれることになる（~＼さらに半数を雄牛とすれ

ば，約 8Jj頭が1人］ として生産されることになるごこれ：こ若「:c)老廃牛も牛肉資源として利用

~10 --



することができる、~＇

2) 肉牛経営

これは1) を除い りの大部分である C には農家は責峠保れとい〕 で和J・)

てし＼るが，結果的には［月+ノ上産をしてしヽることになる，

，砧種はほとんどか在来のSinhala種で， tにDryZoneで飼腔されてし.lる 人［］ラノカ：こは

成雌牛が約89万頭いるので，前述しだ孔用牛,35Ji頭を引いだ54万頭が肉用雌牛・ということ！こなる

1)と同様な計算をすれば，年間約13万頭の雄＇卜を肉資源として生産してし)ることになる" Lかし，

これらの農家は集乳施設や牛］しの輸送手段か整備されれは，ヽ11然1)に移行し，またそれを竹ち平

んでいる。表 6の調査によると (;-.1) 地方と (A)地}jの惰Iiかこれに胄る

3) その他

牽引用，農作業用に使用されたあと， 1奏］として利用される牛があるし水牛はこの範ち t:): うに入

る。 DryZoneの8地方行政域 (Jaffna, Mannar, Vavuniya, Trincomalee, Anuradhapura, 

Polonnaruwa、Batticalo, Amparai) で飼養されてし＼る牛と水↑ を合叶しだ約95Jj頭のうち，

使役に用いられている頭数は33/j頭で，約35%である:, 刷用年数を10年とすれは，年間約 3.3 Jj 

頭のど廃牛かこれらの地方から生産されることになる

3 . 牛の流通

肉牛の生産性向上の阻害要因としては，飼料翡盤の買弱さ，家畜衛生対策の不備とともに，

家の f牛生i辛意欲の欠如も大ぎな嬰因となってし＼るこす左わち， ＇卜の取 iJI iこ家斎商が介在してし＼

るため，牛の価格は相対的に低い水準に低迷している。前述したように宗教的間題か絡んでし＼る

とはいえ，取引に際しては家畜商のいいなりに価格が一＾力的に決定されている'・

表 7に売却頭数半，売却時年齢，価格等をぷした。

表 7 牛売却による収入と売却頭数率 (DryZoneの調査）

地 ガ (P) (M) (AJ 叶（平均）
--・- . ―- - . ― ---- -ー、---・-・------------------・ ー一—-- -- ----- . ---・ ·~ -・・・ ―----- -・-・--・--

調査農家数 ， 15 16 40 

牛頭数（／戸） (A! 40.7 21. 9 50.6 37.6 

ぅで去[l豆且委j( (/{ド） (B! 4.1 2.5 5.0 3.9 

責乞/;[Jl(頁度父吟;1%1 (B/A+B XlOO ) 9.2 10,4 8.9 9.3 

＇卜の売却時年令（オ） 3.3 3.8 3.6 3 6 

'「00)/rlfit各 (Rs/Hti) 358 274 265 289 

牛・・/ctn:こよる収人 (Rs/1i/年） 1468 685 1325 1127 

ifり： Polonnaruwa, 心11:'.¥lonoragala, (Ai: Anuradhapura 
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{f. 1961--65 1971 1972 1973 1974 
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川 スリランカ 生産 ける技術的諸問題

牛の飼養頭敬の推移

スリランカの家 を表11::: ; いしたヘ

表11
12, 

家畜飼養頭数 （単位：千頭）

1961-65 1971 
-"-" -- - " 

'I・1645 1625 

1972 197:J 1974 

1650 1673 

水牛

山乍

731 716 

,̀t 

9
{
[
 

、一J

臼
勺

-＇ャパ

象i

`

 

855 

530 

44 

92 

5221 

546 

29 

90 

7593 

1617 

748 

562 

29 

102 

9227 

700 

570 

30 

112 

10500 

549 

27 

91 

8000 

しかし，

：よ1961年以降減少傾向にあ）たか， 1972年の162/j 頭を底：こ i斬次 [i1] 復~ して)-)ある

現在の直nl料騒盤だけに牛の飼養を

水+1こ-Jし]てはその飼餐目的がじに農作業にあるだめ，

少:,-Jつあ')だ cぅ

＇卜の雇）甘の方

し.¥であろう-

ャンク］しから自

あり，

ょ

2 . 

し力、し， 水牛による

れば左らないよう 71田畑が多く されでしヽ る， また，

トかりて、ある二と

7]<:'jパ］）引且委々 に関しては， 第 ll虚にも

で芸てし）なし)(/)が現状である 0 Dry Zoneのシャンクル地帯の予船

の水平を追し l出して農作業に使うとい）極めて粗放な竹岬をしていろ農家も

水牛の須数を農ぷ日体も正確に把担してし＼なしヽ場合七多し¥C 

0)¥/且裳父より｛氏し＼数を中＇「りする傾向があるじ

り阻刊生び）Jj, Iトカ''.・［息しており，

付心f;汽 i' なわれてし＼る例もある，〗

品種とその特徴

紺¥:,i!(lり1こはll)jらかにされてし＼なし｝へ

ベJ 

だよ）に，

スリランカで飼われ（し＼る中のば秤別構成1土，

ただし、

る限り，

で',

増加はあまり期竹で羨なし＼

農業の機械化の進展と

か‘`すで;: 3割し減少しており，

経済的にはトラクタ

現在の水牛の頭数

密穀の間題もからん

さらに，

しiわば,it韮，；「画な交配

水't・iこ依存しな：↑

九
d

ァ

]

）
 

tj 
ャ＞へ
＂ 
‘‘ー

F

―
 

，
 

J-るよりも水

｛こ誡少することは直韮

にその数を把捏

党り始まる李節にン

まだ，統叶晶在：こヽi1り， 水牛

ンャンク）し地悶i: は主だかな

水↑ を放牧してし)る間に野『j:の水lとの間に日然文

なわれてし＼るため iこ，

芝の大部分は在米のSinhala Hiとその雑柿である

水牛屯政府'O)牧場やその周辺の骨1,の農l心がMurrah水＇卜を飼投し（し＼る他 It,
6, 

タイプのSinhala種である 以ドスリランカで飼われている＇卜と水］の特徴につしヽで

はとんと｀在来の

Swamp 
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S 1:nhala種：よ飢わ t,Cしl

である

とし了し了 RedSindhi 

ana, 8ahiwal, Than: 種

ぢせること 1こより，在来Sinhala 

!';.. 汀
'-cl'、 9

/、CSinhala祠jこ

！しテ

Zone; 厚入さ L, こ},[らい

だ
{

、と力
‘ヽ

とな

’―'---''lし:

: Kangayam、「itliJ:L7、•『-- i、'>'.Full{:ブ,':Iなし， i, 糸：，Jl ,; ! ~(I勺：ニ

Zone: 名、：みら{!,3 .·.•. "'! Cl)信l,(こ牽リIi廿こ）

7.on, ふ苫地C叡見き 1,/ら Zebu 

9『LrH,¥/1凩,nピ、_"(Hari-

Sinhala 

}]'1本州JしJ)大叫＇］｛じ{

直i'1f用：；しIllをiJ化） (.~Jersey, 
... 

ノ、トフリアから輸人されたし''、:ナれらの，品種や在

なrj1央地礼}iこ多くみられる；孔月IS ho rtho rn も一^

随と Sinhala種や他のZebu系牛と

、、
4fー'r』

がイヤ l) べや1--

スアート

人されぐ 1,',::,C• 最近， 二れら(!) 五！］

さかん、｛―:行なわれる」こう

lャーな^った。

その他に Cape Cattle と称される孔川種C)

し：る，)これ（土19世紀 1、:イ内 1)メ、人か柏民地時代：‘

が，主：-

を[i的として

だ
6 に飼爽され［

から tちこんだ{し))(レ

しヽ われてし｝る がli{i[ かではなし•, Aiこよゞ )ては J・-ロ1/I 系ヽ孔！廿柿と Sinhala l-とり雑種を

してし¥る場合も克る、〉

水牛は在末CT)Sinhala柿がほとんとを占めてし）る。こればシン/¥ l J族が籾期［こ持ち込んだもの

としヽ われてし＼る 。小町］の品種

の他に，在木水＇卜の

3 . 各品種の増体能力

ノ、リプンカ -c且,i]i塁さ ti-cし＼心＇卜や水 '1'0)

をしている他は柏作地盟で広く農作業に利用されてし＼

る。そ J)他に::;'LHJ水牛としてイントからかなりの数v)lvfurrnh

を改良する目的とし C もfiわJして＼＼る その他I: 同じイント

用水牛C1lSurti 種も小頒数が政Ii祈農場で飼長されてし)る 海外から

れてしヽ る品種と． おおよその唄数は表35にぷしだ

入されており，純枠繁殖

されて政府農場で和］わ

1:: -)し)ては．うまではとんと講清がなされて (lJ'. 

か）だ 政府＇震場で飼わオ l(しl\~l·, 水'j:でさえも

ヵi りである、

最近， ノ、リランカ州［応；：研究所と 11本の

ようパ・）＜そし!) がとら｝し始めたば

じンターとの間しこ行われた， Sri-Lanka 

16 -



beef research project の共ml研究こお,'・c,Buvanen<lran - I C ー/ Ii 
")'、~-ヽ，9

れてし＼るSinhala種とヨーロ j パ系 用種の雑種， 在米水牛',l'viurrah 

ンカ｀ぐ飼歪巴

曲襟合竹収

，
 

9'~

) 塁
ふ

4

,~, 
:[＇ 

で^直olわオ1・cし1るSinhala'! こU) を調 した~ ヘ -}j• r,(; [}:]廿巨）J : ~ ・)し,-ぐ： ;, 

松ILLらかヨーロ； /¥系↑ とZebu糸1こしりし、く・・)かの品種を Zone (り仇地 i= (りせ、- 力l')

-l-'. 
, y;  r Iヽ
~,,'。

(
9
 

り

る

≪い
i- 条件のもと

1) 

I I し、

し＼て i:i~[jJ らは同し条件で雑種を混じえて訊馬奥を行）だ 3 岡田らば \Vet Zone 

を給与して同しく増体能力 0)比較ぷ験を打，）だ 以下•·-要行を

Sinha la牛と温帯乳用種との雑種の発育

BuYanendran らは， Sinha/a どJersey,Fri esianとの 1--、.3代 やそれり~::戻し文

木！
且'-"

、;-.
'~っ

その結果JerseyおよびFriesianとSinhalaのF1は同じ紐み合わせの F2iこ比へ，

差はみられなか→ た，'

れた増体を示しだ。まだ，

あグ')だ。

9
 

)， t
 

ぁ

られた様々な組合わせの合計20の雑種(¥')の成長を 1ヶ月齢から40ヶ月齢までに／）し)

しかし，

またそ ニれらの I•、 1 は Sinhala 1・トを戻し交雑しだ B1よりもわずか,,

3品種間の は， 2互右種間のそれと比べ増体の変巽か大ぎしヽ傾向に

し;-ずれにしてもこれらの雑種の 1 日判り増体情は0.096~0.180kg/fl u)範[ti]に

Friesianの0.206kg / U およびJers0y 種の0.206kg/ 日の増体鼠に比へかなり低し ,f直存•

ぶした。 40~ 月齢ではほとんどの雑種はまだ成長中であり，

2) 

月,・,,n 

あま ヽ

成立丸時までの調査か必要である

Sinhala種と熱帯肉用改良種との雑種牛の発育

熟閤肉用種として作出された SantaGe rt rudi sおよび，
9) 

Dry Zoneの改良草地で行われた例 がある＼カの比較試唸が，

それと Sinhala種との Fiの増体

二l,によれば， 12ヶ月齢体軍

しtS. Gertrudis233. lkg, 

り良好な結果がでている cl

F1 181.3kgで， 1日喝り増f本情はそれそれ0.56k¥:1, 0. 45kgとかな

これを 5) : こおける純粋Sinhara種の 1[J 甘り増体 ¼to. 27kgと比へ：

みても， 草地の状態， 試験期間， その他の条件のちがいはあるにしても， かなり良奸な発育をぷ

しており， S. Gertrudisも肉用目的の雑種生産に大いに利用でぎることをぷし〔いる，

3) Dry ZoneにおけるSinhala種の発育

筆者らは， スリランカの牛仕］生産の主体をなすDryZoneにおける Sinhala種の発行を闊べ

だですなわち DryZoneの， A(Anuradhapulal, P(Po lonnaruw a)、それに ~1(Monoragala) の 3

地域を選んで， おのおのの地域の牒家で飼われている Sinhala種の発育値を求めだ。その結束

を表121ご示した。

これによれば， 地方により多少発育値に苓かあり日 (P)地方の Sinhala種iよ最も発育が良く

早熟性の傾向を示した：） な般に Sinhala 雌牛の成熟時体重は1S0~205kg の範 [!FJ にあると推定さ

れだ。骨格の発育についても (P) 地方の牛が早く， 4オで103.5cmの体高を示した」 しかし，

Sinhala雌牛の骨格の発育はこれらの数値から推測すると， 5・-6オで止まり， 1本高は101--

~17 --



103cm程度であること された。

これら DryZone .:_地区で生まれた Sinhala の の実測値は11.4 

， 

は51.7・-56.?cm 1こ,Jヽ さかった'

表12 Dry Zone 3地方におけるSinhala牛（胃iの発育推定値

冒 6 12 24 36 48 60 72 84 

体 (A) 42 58 86 111 133 151 166 177 

菫 (P) 39 65 109 145 173 192 203 205 

(kg) (M) 32 55 97 132 160 180 193 199 
・←一-----―- --------—--- -- -------・・- --・-. --一-・--・-・-・-. - -・~---一-- -------. ------・・ 一____.. —-----

1本 (A) 68.6 74.4 84.2 91.8 97.0 99.9 100,5 

闊 (P) 68.5 78 .1 92.7 101.1 103.5 

(cm) (M) 68.5 73.8 83.0 90.6 96.4 100.6 103.l 

1A) :Anuradhapura, IIり：Polonnaruwa, (~I) :Monoragala、

4) Dry Zoneの農家で飼われているSinhala種雌子牛の増体と季節変動

i.［ ． 

/¥ 

じ
.i↑' 

らは前項と同じ：直』地方からし＼くつかの農家を選び，そこで飼われてしヽる Sinhala雌

延べ281頭（生時--36ヶ月齢）につし＼て， 1976年 7月から 1年間にわたり母月体玉測定を行し'・

増体とそのデ節（雨哀乾季）こよる影胄を調べた。その結果を表13にぶした、、）また，調査期間

中のそれそれの地方の月間降r甘量を図 4にぷしだ c

表13 Dry Zone 3地方におけるSinhala雌子牛の季節別増体量 (kg/日）

(P) (M) (A) 

l期 (7.8. 9月） 0.230 0.187 0.175 

Il其月 (10.11.12月） 0.207 。.102 0 .134 

m期 (1.2. 3月） 0 .107 0.211 0.100 

N期 (4.5.6月） 0 .153 0.127 
?―ヤー―. . ← -- -―-- '-- " -

0 .170 0.159 0 .143 

(iJJ II期：雨季， I,Ill, N期：乾季，但し N (4,5月）は

比較的雨鼠がある，｝

(Pl :Polonnaruwa, l'.¥1) :Monoragala, IA) :Anuradhapura 

年間を通し C. Sinhala雌 f-牛の 1Ll当り増1本量は， (P)地J;(})0.17kgが最も良く，ついで

(M) 地力の0.16kg, (A) 地/Jv>0.14kgであったか，地域による芯はあまりなか）だ。これら
19) 

の数値は， DryZone人工草地における松川らの結果v)O.27kg / f-119) (エ勢牛），堅田らの0.26kg;

~18 -~ 



｛こ比へ(力勺り劣—) -:: l,'だ。

(mm) 

700 

600 

500 

400・ 

300 

200 

100 

P (Polonnaruwa) o--

A (Anuradhapula) b--

M (Monoragala) ><---

（月）

図4 Dry Zone 3調査地における降雨量 (1976. 4・・1977 . 6) 

)- a マ｀
包＇ヴヽ ，;;J ど~， I~ ー反して， 最中である 7~ 9月に最も良い傾向をぷした）

最も増体かわるか＇）たのは (P),(A)』ij地方ともに［甘乍町けの 1、'3月であ）たか，逆（こ (M)

地方で：上こ 1こ最も良しlJ質（本ーを示しだ C (p) と (A) 地方か！―i;Jしような培体をぷしたのぷ，

降雨鼠のハターンか比較的似てし-,ることに加え，放牧地の条件が両地I>Cどもにタンク 1討］辺と湿地

帯左含むジャンクルであ）だことなとの理由であろう 例えば，調査した (P) 地方の何戸かの

農家は，乾戸に利用していだ放牧地のかなりの部分か，雨李しこ入って水に浸ったため，牛群を

家周辺の空地などに移動させていだ。また， (A) 地）jの調査農家の何戸かは，雨予は乾李に比べ

放牧利！廿面禎が 1/ 2から 2/ 3程度に減少するとのへている 9、 -)J, (M) 地方の乱合］査区は、。 シャ

ンク）しとその固辺の野草地か「な放牧地ぐあ；）だか，洪水による放牧地面積の減少はなか J t, こC!

統壮的には，期別間，地方間の),':.は晶めりれなか）た。 ずなわち，個体間変動が大ぎし>J:.農

家の牛群間の変動の年も大ぎか--)だ。

一般的には， [,ti凧は草の生産惜と怜；接に関係する、うしかし，野倍地の場合，降甘：iと亨生所凰力

フのfl寺間的ず｀れや京の質の交化などの間題に加え，利用でぎる放牧地の総面積との関係などが

に重なりあってし＼るため？ は家畜の増体に対してu冗接的に し又-し)なし i

Dry Zone〈7)人［訊地でi]'・)た以田らの によると， r,甘李に入ると は増加したか，

逆に 1 •. 2ヶ月間減少糾向合示し t:,!HJじ現象は，二の調査てもみられだ cl)であるが，

-19 
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Sinhala 

1Hurrah 

ヵ

:Wurrah ;J<'卜0.36kg,

Fri easian iよ最低C)成

は最も良奸な兌

し＼地域では，
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J)品種か詞じ J::)な値を［した
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J € T s e y Sinha/a F 1 0. 

Sindhi種は，

れた増体を示しだ

i: おlナる 1付'『とし

こi
 

ナ、9
~
)

l-0. 26kgと，ばとんど

C)Zぺ ebu

inhala 

7 
・¥' 
ヽ

Red-

これらと

び）重要性

人 1)ランカではSinhala が二(!)国＼、！）

ぷしており，

6) 

の牛 こ重要ーな

近郊） の

Zoneの劣 戸
6

在県だしてし＼る.心とを

9レ

し［い心，

Wet Zoneの舎飼い，濃厚飼料給与条件下ての増体能力の品種比較
l 24, 

悩Hl1らば：Wet Zone ( 合でZebu系のRedSindhぃ

,~u, — 

,-JW t1 

Sinhala種，

必むJ
 

）
 

ヨー¥了

Iノヽ 系のAyrshire、9

C)月11本を比較した u

飼湘+

J汀rsev

こオlらの

して稲わらを鯰食させた

Murrah小'!'(/)5品柿につし｝ぐ， シ炉へ /,.・l .. ~ 
包ル平cif V ( , 

（化により 2・)の町iこ分けられ，

里は表14:こぷし~ だ0

且央`:もし
/
}
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2-i, 

4 舎飼濃厚飼料給与条件下での品種の増体比較

品種 1'.lurrah, R. Sindhi. Sinhala Ayrshire, Jersey 

肥育期間

動物頭数

H I開始時体重(kg)

群 I
終了時体重(kg)

増体鼠／日 (kg)

270 

0

0

8

 

•• 

3
 

2

5

9

.

 

1

1

0

 

1

2

 

7

3

3

 

•. 

3
 

7

3

9

7

.

 

1

9

0

 

3
-

2

-

1

1

 

301 
--

3 

76.0 

144.7 

0.23 

265 
ー一

3 

110.0 

181.0 

0.27 

287 

3777 •. 2 
68. 
180 ll 

b ! I動物頭数 2 3 3 2 2 

L 開始時体量(kg) 120.0 114. 7 74.0 116.5 123.5 

肝 I終r (kg) 143.5 152.3 117.0 134.0 156.0 

増体鼠／日 (kg) 0.09 0.16 0.14 0.07 0.11 

a I H: （濃厄飼料を体重U)l.6%給与）

b) L: を体重の0.7

Sinhala種は では， 1日増体量0.23kgと であった しかし低 養！な->ても増

体鼠0.14kg/日で，増体の減少割合か比較的少なし}勺 ・h, lvlurrah水↑iよ，低末菱では増休成

精がかなりドっだ"Ayrshire, Jerseyなどのヨーロ 1/パ系孔用品種も， Zebu系と比へ増体

の低lべ＾割合が激しいことをポしている。飼料の利用I↑からみると， ではそれほど品種間

のちがいは其だしくないか，低栄養群ではヨー.u・/ ;{系牛群の飼料利用＇性は極端に悪化した（こ

の点Sinhala牛は低栄捉水準でも比較的飼料の利 qJ『［は良く， RedSindhi がこれに次いだ

このことから， Sinhala LIは低栄養に対してかなり抵抗＇『［をぷすことが明らかで，その理由は，

とくに粗飼料の利用性に優れているから｝ されだcc

7) 水牛の種類と発育

ノ、リランカで飼われてし＼る水↑0)発育に閃するブーターは非常に乏しし ¥J そこで附nrらは，介

未Sinhala種，イン 1、から舜人された孔月1水牛のMurrahおよびSurti柿の雌の発育を調査 l.

たr その結棗 3 品柿ともに約 5 オ齢で性格の発育は終るか， f本軍は Surti 種を除いて 7~8

オまで増加を続けたへ推定成熟時体重はMurrah470kg(8オ）， Surti 405kg (6オ）， Sinhala 

326kg (8 で‘，体高はAfurrah132cm (5オ）， Surti122cm (5オ），およびSinhala 119 

cm (6オ）であり， Sinhala種は最も小町］である 0 また， Murrah とSurti 種の二れらの数
6 

f直はイノト 1:おける数伯 と比へると小さくな）（し iる その理由としては飼長管隅（］）方法か嬰

在＾）ていること えられ． まだ した系統！こ」:.,.、）てもかな•)疫胄かある f:; C)と息われる

--21 -― 
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4, 枝肉についての問題点

!'・ の最終産物］である校11,J:、:・:> l' 

された枝［月の 4

-

ー
9
r
 

、

9し
1•‘ 

j
 

ご

f
丸
己

ははどんど行われて＼＼なし¥')表15にスけランカ 0)

5 スリランカ各地の屠場における枝肉重量

地 万 枝肉数 重鼠 (kg) (kg; 
--- • - - ---- --- ---—·-• ------一—·

Colombo 72 5293 74 

Anuradha~ura 90 5662 63 

.Jaffna 54 3413 63 

Kurunpgala 14 847 61 

Puttalam 36 2499 69 

Batticaloa 83 5396 65 

Ratnapura 12 1675 140 

Tnncomalee 10 640 64 

371 25426 69 

これによるとほとんとの地域で61・-74kgの間にあり、、ド均69kgど枝If]としては非常に小さし 9い

これらの'l'・O>屠殺時の生体屯はJ40-・160kgの間 1こあ）た 0 ぶ）j, Kand) 
29 

akaratne らの調査 1: よる結渠を表161こ；T, した J

われたN.Til-

29 

表16 系統別屠体成績 (Kandy屠場）

煩数 平均体州(kg) 平均枝肉重址 (kg) 枝1月歩留（％）

Zebu 

Temp,Tate 
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Zebu系牛のはとんとはSinhala種と Red Sindhi なと他のイント系品種どの交雑種てあ

るこ hら は128kg, 枝 は62kHであ')だ -}j, 温幣系'j-は:Ayrshire,

Jersey, など0)::Jーロソハ系孔／甘和卜と Zehu系f「との雑柿である これらの）暑殺峠体屯は175kg

卜又
‘̂ 

：
 

量は80kgとZebu系よりし大苔し｝か，枝肉几噌1は7、ebu系に比 ［＼数1直であ -Jたn これ

ら晶闊系品柿がZehu 系」~↓)も大ぎな'./t体,fc, {支 墳をぷしたことは，おそらく，搾礼'I.と

(HJし)られだ後に廃!Tlされ， 1月片I1.: ltilされた↑か多か）ただめであろう しヽずれにしても，牛責
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源の有効利用のだめには屠殺時体重を上げることが必要と思われる。

Zebu系［品種が丑ーロノパ系品種に比べて， 肉歩笛が優れていることはその後岡田 によ

っても確められた 0 さらに， Zebu系品 の枝内特質として， に直接関係する骨に対する筋

松］の比が高しヽことがあけられる。すなわち， Zebu系 はヨーロッノ に比べ、枝肉中にしめ

る吋兵肉量が多いことである。 これについてはその後， 岡田らによっても同様な結果が得られて

し}る｛う

に水↑の枝肉についてのべると，水牛の増体能力は牛よりも優れており， したがって，枝肉
、19

も大きい。松川ら は，若い年齢で屠殺された水牛の肉質について調べた結果， Warner-Bratz-

!erのせん断価では牛と は認められ また官能検査による肉質評価でも は無かったと報

告してし)る c) ―一般的には水牛は肉か硬く， 昧も悪いという詮判であるが， ごれは使役 えた老

廃牛 に市場に出lぃlるためであろう。今後は，

飼料の利用性など有利性を生かして，積極的に肉

水牛資源の保設政策をとる一方では，増体速度，

として活用して行くべぎであろう。

水牛に限らず，た卜の 1人］も日本における 1噌:]よりもかなり

ため運動凧がかなり多し¥: ごとや，やせているために相対的に飢肉内の結合組織が多いことなとが

考えられる。また，冷蔵施戊は＾般的でないため，

しかし， 1だ］質 1こ間しては，

題にしていない。

5. 家畜衛生上の問題

い。その理由としては，

訊成以前に調理するためなどか考えられる。

ヒレなどの・一部を除し iて詞じ価格で完られてしヽるように，

スリランカは他のアシア点国の例にもれす＼畜産行政，

放牧飼養の

日 ほど間

直＼験研究の中心は家畜の改良ととも 1-

疾的対棗におかれている。家畜資源の州粍防止，保護はすべての施策に優先する悲本的な問題だ

からである 例えば， 1966年に発•生しだ孔房炎と＇甚生虫症によ→ て被った経済的担失は，

れ2400Jjルピー及び2600)j・ルピーにものほ｀ると算定されて＼＼る。他の病気に関しては

それぞ

され

ていなしヽ が， 莫大な額になるものと息われる。 しかし， スリランカでは正確な病気の発生頭数は

統，汁的に把捏されてし＼な llのが実状である')

1) 病気の種類

スリランカで経済flりに屯大な担失を

るlo 

えてし lる＇卜のサ濯 iとしては， 次のよ］な病気があけら 11

I) f-'トに多し吋因気 f'卜の肺炎が最も怖通にみ，〗れるで これは， 乍節の亥わり r;iや， 不良

な廊l捉混境下にある＇「かかかりやすく， ウィル人や訓菌なとに複合感染してし＼る場合か多い。サ

ルモネラ も多く．肺炎．敗JIil叫'1',)]闊炎などを占

団感必ずる場合が多く， こilIこより敗Ifllfi'lをむこし，

r
¥
 

入
5 f'「'v'">(JIれ］舟灯しよ， 乳,iJ衷斗ぎ"ij,IJ'ら!Ii

やせて死に政り， 1;':jし＼死亡卒のI原因とな・）

てしヽ る

その他， 't後間も左＜騎悶感~j,『などかある 虫 i
/
 

↓
 

11
丈,Ii 

刈}:flりにみられ， 在牛：虫の種
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IV) Ii 

も知られているか， 予

を凋太し，仝群を

骰に進展していなしいしかし，

にするf防対策が実施さ iLている，＇

脊：著＾しく低ドさせる二とや，

表173! に

Iヽ ：より牛か死ぬことはまれであるが，

な被古をりえてし)~$。

にかか）だ↑の頭数をぷしたが，年.(こよ，）てかなり の窄動かみられる

表17 口 蹄 疫罹患頭数

年

頭数

1970 1971 罹息辛 (1963~-72)

14124 15784 

1972 

1129 6.17 (%) 

ウィ）し 7、Jt!は1970年までは 0匹りだけかみられたが， それ以降C刑が発見され，現在〇即と C'f;'Jの

2・Jの町1jが存在するとし)われてし＼る0'l・より水牛に多発する：｝

V) 出血性敗血州： 周期的に発生するとし＼われ，巾乍に多し':; 岱性の症状をぷす例では死亡

年も に以；＜， とくに水牛 力；、多,¥c Ll蹄疫 )~[ii]様，「］クチンが製造され惰r;投りされて

し＼るか，絶対数は不足しでし¥る

Vi) 炭疸 j、リランカの上壌中［こはそのザ/]包が常介し了し＼るが，発州：例は1月期的 iこだまに間

かれる程度である＼

VII) 臼¥ll重IH ス＇）ランカの 1」襄,:.(土その蘭かし：fし

なし',ヽ

見されるが，梵牛状況はは -・Jぎりし

VIII) ダニ j心しこ高地の cl・・一u'//ヽ系乳月］柿間で間題 iこな）てし＼る 発生 が加

わる点乞f!、一名し'-,Zebu,)',,'卜で‘！よダご（り付着が少なく，原虫（こ対しく:も抵抗'I'トをぷす ，I\ ✓--:_ シア

が［［本である 0
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2) Dry Zoneでの疾病発生状況

筆者らは， DryZone二地区から 34の村を選び，

から聞き込み調査を行った。

1年間の牛の疾病に関して，様々な観点

表18 最も流行した疾病 (DryZoneの調査）

項 目 例数（農家数50戸）

出血性敗血症 34 

[] 蹄 疫 13 

j上/メ士 脹 症 14 

蹄間腐らん 15 

下 痢 4 

寄 牛 虫 1 

をメし 腫 疸 5 

他の感染病 1 

流 産 19 

その結果，この 1、間に最も流行した疾病は，出血・/生敗血症であった。ついで蹄間腐らん，鼓

肱症， 11蹄疫なとか続し＼て l'る, 出血性敗血症の場合は，必すしも獣医が応性鑑定合して診断を

ドしてし＼るわけではなし,¥ また，死体解剖による病名診I析ははとんど行われて t'ないのか実情で

あり， この.'化）くぎな間坦であるて蹄間腐らんは，夜間，ハト，I~1 に収容するの C-, とくに「甘季に

おける I Iヽヽ；クの泥ねし叶じか甚だしし）ためである，9 を経険した農家は，この 1年間に50戸の

うち 191iもあ）だへ実際：こは，農家は白分の牛の種付やii',産を確認して ¥iる冽は少なし iO)で， こ

の数値以上に多いものと推察される

約72%の農家は，この 1年間 (1976-77) に何らかの種類のワクチンを投与した経験を持つが，

牛群全頭に投りしたわけではない。ワクチンのほとんとは，／片血性敗血症に対するもので，口蹄

ワクチンはわずかに 3例であ） /_:,, このようにワクチン投りは獣医やその助手の不足， ワクチ

ン不足もあり，計圃的に行われてしヽなしヽし， その効果の程度も確認されてし lなし＼。

疾病の最も流行する時期を月別に示すと図 6のとおりであるく）

これによると，年間 2つのヒークがみられるひとつの山は乾予(1)7-・8月で，粋熱の影繹と

依不足による低泊養のため，とくにf-牛の病気に対する抵抗力が弱ま ・;Tl'るためと息われる。

も）ひと-)のヒークは， 1、1').}:の11月-1月にかけてであり'=ー＇れは変化しやすし、天候と，雨によ

る寒冷人トレ人のために， .'l',1{1甘牛敗血柏・ーや)]由炎か多発するため-eあろ） Q 
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(%) 

20 

10 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 (月）

図 6 月別疾病発生状況 (DryZoneの調査）

次に， た卜の を年齢別にみると l--2オの間 も高く (20.7%).続しヽ て 0.、.lオ (11.8

％）で， 2オ以!・.(こなるとかなり も低f、^した （表19, 図 7)C) 

表19 年齢別牛の死亡率(%) (Dry Zoneの調査）

(PJ (MJ (A) 平均

0 -lオ 17.9 19.4 3.1 11.8 

1 -~2 オ 18.4 22.7 20.5 20.7 

2 -- 4.2 6.4 5.6 5.6 

'l仁 均 10. 7 13.2 13.8 13.0 

(Pl :Polonnaruwa, (Mi :l¥-Ionoragala, IAI :Anuradhapura 

この年齢別死亡半から/t'直すると約30%のr-牛か， 2 までに死亡してし＼る二とになる 1 

りこし［くるll'r期な＂ア）かもしれなし,,-2オまでの し,(l)(J、 を通しての

-27 
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=才1:こよる,_'

t: こゴーロ）ノ

肺炎な

を合&)(6ヶ月以内の死し今§上23.4 }{: こし）は）で"¥つ』これらの高地て信

が飼 i〉 !,l·('•' る力， そし｝）外：亡］））泉11:):土はとんと19]らか(:されてし＼なし';が

が多し〉上)である

3) 家畜衛生に対する施策

スリランカ に関する政府グ）棧構は， し')f清lミを補｛左する ‘りのDupty-

Director of Agriculture (D. D. 

牛:m・りのD. D. AのドI:地Jill2 j 

かあり，それそil各地力にわ：｝る

をh-,て、し＼る C -•}j, レ
J

［月<l)D. D々 Alこより祖絨さ ilて(¥る（家

と， 2ヶ）！！「の動牛勿椅疫ぃJ「(Colombo, KaytsJ 

凶:以：笑＼帷Aされる動物(!)検

i:i:., Peradeniva 
' 

jeわれて

"
]
 

スb
、1

3，ヽ

I) '7クチン

二れら(})ワクチン it,

adeniva l 

iこ7-9 J八losps

、衛生対策（こrfi::度な

辺さオ］てし)るが，

ぷオ/しく-t ,,:, 
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ỳ
+、

'~ }

-、ヽ
q9

しご

ワクチン

さら｛ご，地

-ベヽ
l' 

ljだ： t 

i ー チ吝 -, 
.• /-、

し、- O・ 苓--一
Zoneで(Jこ，り数 9

}

 

¥

9

9

 

i
rノ，
 

六
j

, 1938年::::.開

l 1っは＼ヽ であり，

＼ヽ
斗
t

叫こ汀
!!'又 e

椋因となるに沿応を砂止ずること、］）はか i 、~I

でぎるので',

7、l}ランカ（こおける人

Zon0の拠地なと，

入：こよる日

の改良の

交配enJJ 

牛しプ）

糸t芦［糸斧i斉 ；化など地域刀

しで重要な

は大い iこ重嬰

交通ぷJ

合しあり，

l -,' 
~、そ

されだが， 1952年以降徐々 iクではあるか，

r
1
 

の

八「

八r
ンタ曹ーの数は増力nしつつある （表22)。

表22 人工授精セ ン 夕
s: 

ー の 数

a
1
-

ょ・＇

1938・~1949 

1950~ 1951 

1952 

1954 

1969--1970 

1971 

1972・~ 1974 

1975 

人］］受精七ンター数
''_,'  

1 

3 

7 

20 

37 

49 

53 

63 

れ1、:(どもな I,', ー＼ 

されだ頭数はわずか：こ6.87%である

も増加してぎだか， 1974年現介繁袖吋糀雄↑に対して人
8• 

（表23) う スリランカでは比較的集約的酪塁地悶戸あるl¥Iicl

country やDryZoneの.Jaffna半島｛：わける ;if;及判合が高く， 1973年の，JI,¥]育では，、Zれそれ39ふ

18.7%とし＼う数値をぶしてし lる

) ie, りうち，

(}) 4農．

人 在u-,)だ

: ~ 過沢‘、なか）た （表30)

・)j, Dry Zon('て1i・>た平者らの訓；『青に上ると，

を持三）農家かわずか 1 、~ 柿雄l・七ンターかある Polonnaruwa地区

．
 

ト
＂

e
 .
.
 ̀
4
 

•• 
‘
 

、一(/)上う： ~.Jaffnat也りを［余< Dry Zoneでは，人r採

ぷ50

レ，｝

んと拇及して I,¥なし、

-31 -



口団

1叫氾

l970 

1:'～
 

r
/
 ，
 

で
3
ふ

Aみ
ゥi
， 9・ふ

,000 

,000 ,塁u，1,、0' 

362, 9, 

mo ,ooo ,,, .;.... , 4 

,000 19,090 4 

404,000 24.9] ,'7 ' 

419,000 認 ,6誌 .83 

426、000 ,'.c:81 

J・'; >、プJ

.,., 
i打）

占',

lveli 

i" 

9
こ
t
{

~
~
 

~
 

l、1,l'.7>/i 

---
＼ 

r; 

ー、7
k,t 

U
J
 

［＼て本

、いよ
4＜

 

~? 

.. ,. j・-
う、士

/'  ・-
'I-. 

r
~
し

~
~
 

j~ 

ountr.¥" <')Kunda;;,; j
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につし＼ては， 生産凰は400トン以［くと少なく，
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岸飼料を利用することが将来必要に心るで麦ろうし

2 . 草資源とその利用現状

を力ンラt,1 
ス 象‘・芦的に区分すると図 1のように/L-一，） (: 分けられるが，大きくはDryZone 

と:Wet Zo恥に区分される u ¥Vet Zoneはさらに， く気温の低いHill-country, その周
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栽培地幣が三角形状に広がる CoconutTriangleと， その他の低地のWetZoneに分けられる c

22] 

各地盟の代表的な市における気象条付を表25にポした C

22, 

表25 スリランカ各地の気象条件

農業気象芦的区分 地名 k西ぢ
iぷ ,,,i(m) 平均気温('Cl 降水鼠(mm)

"- い--つ― --. -ー→ー一 ヘ―-----------一------ ---一・- - - ., ―--―-―-• -― ----------____ ._ ____ " ___― ---.... --―. -・ • • —,, __  

Dry Zone Anuradhapura 89 27.3 1448 

Dry Zone Trincomalee 7 28.0 1727 

Dry Zone Jaffna 3 27.6 1349 

Coconut Triangle Colombo 6 26.9 2397 

l¥lid country Kandy 480 24.4 2088 

l-lill country '¥Juwara l、•:Jiya 1880 15.3 2332 

その他の¥¥"et Zone Gall 18 26.5 2426 
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・
~

と {JJ火 f:/ 腐も起れむ悶を除し\て~花こ〕岩に由斗、する

をはじめ 素

'/i と A と酸＇目をぷし， fo'(物の ft:•白

してし＼心とし l われ， ~u也はウせてし)る o

箪地農業あるし i は改良草地を利用しだ畜J'!i は~，ほとんど見 ,1J らなし)(!)が現状てある

料作物に関する研究は， スリランカ大＇；その農学乳 ll, 獣医学研究所 (V.R. I) の不袋；'';にそ｛しに

Coconut Research Institute (C. R. I)の3ヵ所で行われてしヽるし各地閤 1:最も適した草柿(!)

研究iこ-・J,iTは，多く 0)

且しと直riJ附LF乍牛勿｛こ・・)¥ lてi慮/ヽる

を月~｝し、てかなり進んだ研究か1 lーわれ.(し'-)) 以卜::こ各地悶、:.ア、と

1) Dry Zone 

Dry Zone iJ約1100万エーカー (446Jjha) 二::', 島全体の約 2/ 3を占めろ 1)85%はCroww・

Land ご＇・＼オ）オ l,z, [El Ht也てあり，残り：よ40li11</l裳家i―」、 ;T:1iめられる私打地で，ふし］）人；：1; 分

；土 5エーカーr丈卜̂の 4ヽt見杜i;;rぷである

か1'1由しこ利月l'C'¥/Sか， はとんど:J> -\·/ク）しぐあ｝），野'l'i リ）象~，

>, *'卜なと阻Ht動物(}):it、f.};了ある 現在「l ：土180!jエ カーとし iオ）;/! るか，

乳，ひ；

［よ300り・
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ス'ey、4し

貶力：

Zo恥には古代Sinhal1

謁］が大小麦わセ~ ご12000も麦るどしヽわれ， その多くは，

， 二れらの夕>;1周辺：土水＼＇｛＇［され，

ど'、 ;f!J/Tlされる［地t/)'<;. 

Ja ffoa地 }j(~) 

し(しL;;,ビ-_.._/, しある

されるよ 'i: :. な，~s

'.: ;il ら :t:〗とんど

農京
占ー、,,' 'キ,,1,, .. 1ふ，

て

：：低ド

1: より

も各地で

l Gr心ssrBrachiaria bri之a刀the) か蹟も有望悦さオl

和胚した子f'「ぐは 1り ::_—— :I; ―-- 、J

し

f3
g
 

ヽヽL
リ
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ーし
,9~ 

ヘJ
ふ
ー、ヽf

し
し
＞

l 1:1. (JJ i g i ta r i a de cum be n s! , S e ta r i a i S e ta r i a 

?:l 

その他

celata),Ruzi 

!FJrachiaria ruこiziensis! 望こさ打、..!. \る~）

2) Mid country とHillcountry 

I¥lid counir:,・ は どMatallcJ也}jぴ）．^立1;カ［ご， 糸り100)j_:f ーカ←—. Hi! country : 土

：こ:¥'u11araEliya地）j戸30万 tこーカー U)

，キ
,. 全 ス.,-ートが！りめて J',、v)' 水Ill

30)jL、一り を！り位）る その〗ち的50 Jjェーカ

9 JJ _.rーカーぐ1K,, t朋田か多く， りの農家は 5エ

!; ----J'}、I; <J) , Jヽ規 冨＇（見) ; ヽ 二，/l り~) (乃｝也力は J、')ランカ(:お｛ナる酪農先進地て免り， t} 
，
 

1)さし＼なから， ：土」,.,u ; / ¥; 桑りFriesian, Jersey 名わ！こAyrshire種などか多く飼

Jぅれてし＼ヅ

しかしそ it:i~,;;n • 一 亨地の位を刈取給りや繋牧利用かt体である —骨I入

人か仕j店して\'~) G1且neagrass, Napier grass な 地 :t的 5千^ 一［ーカーある C, 道

！］~，か—) C _., 人 トの力,,-_ーク,-:--, ―J レ'--,1・,-'. /- . 
--''-- ,-JC人され ,_:IJesmodrnm,Centro― 

.8 
serna, Pue応：1 rZ:a, Sty l osanthcs , それしら~Ginea grass も多くみられる u Hill country 

}{,_'>Yf J)! 合H~!: こ；［糸り16)).J —~ カーし八 Patna(! があろ そ(})LtJ'("1りは也降条甘廿也姑:

! ―；タ~ るn夕｝、,',',:_袖左いいtpa tnaど杓、！平） 1万5「L--力←-あり， そ（／）｛也の t'l夕どり叶也をDrypatnaと

月、し，糸り15}j.Tーカーあ心 これら O)!'I八り汀也1こは Tussockygrassとし¥j ill<'卜の嗜奸性の

!fし¥,;,: ヵ、'tふ:.i Cし,;.:,, Dry patna:J. -;'fi;Ci) ：こ上 て和]Ji、]されて・1、ヽ るが，こ！、な傾料地か多く L

l,lところ C:.t1:li:こJ.;5;,;_『，t在，又又，j°',:JJ <' : iしらしり上地利）nの方；.Ht今後 どして残

さiし＇．．＼＼る こ，，/;らしI)J: 地・;デ、 lt~UIヶ［兌 f11 、こより， Kikuyu grass (Penrnisetum clandes-

tinurn) >(YSignal grass (J3rachiaria brizantha) 力汀適し Cl,る，
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その他に茶関の更新に翌り，一時的に休耕されている」：地かすくなからずあり，草地として利

用できる。

3) Coconut triangle 

Coconut triangleは260Jjエーカーで，島全体］）約17%を占める., このうち40%は国有地で、

残りの160万エーカーは40万人の個人所有に分割され，その87% は 5~エーカーい、ドの小規模農家

である。この地域の100万エーカー以上は］コナノ‘ノのエ人テートで古められ，稲作は約28fj工

ーカーである。

この地域での特徴は，ココナソツ園のド草が牛に利用されていることである。下草としてAx・-

onopus という芝刑の草が利用されてし}るが，牛．産鼠は低し'"Coconut Research Institute で‘

はココナ J ツ［図ド草の適性芹種の研究か行われており， Corigrass (Brachiaria milifo 
23 

rmis) がSOOOlb/エーカーと好成績をおさめた。その他Guineagrass(Panicun maximum), 

Napier grass (Penisetum purpureum) も十分な施肥を行えば， ココナ:;・ノの収械にも

を与えず有唱である。

嬰するに，放牧吋能になると pわれる，樹齢30年以/・.経過したゴコナ，I . ノl点］は27万 5千エーカ

ーにのぽり，今後この地域での のいここれらの下草改良か重要なカキを捏っている，J

4) その他の WetZone 

約160万エーカーあり， ゴム［点］と小規模水田農家が大半である，'_i'訂地はほとんどみられす，畜

発の発達は遅れているぐ

V Dry Zone における牛の飼養管理の実態

スリランカの牛飼養頭数の59%, 水＇卜の 56%はDぃ Zoneで飼壼されており， DryZoneはい

わば二の国の牛肉資源の供給地である（・政府は今後， WetZoneと詞様にDryZoneにお tヽても

酪農を発展させだい意向を持＇）ているが，気候など環境条件，市場などの経済条件＾，その他諮々

の酪農経宮が成立するための立地条件1よ， l¥IidcountryやHillcountry に比へ苫しく不利であ

る，）しかし， fi-i]しDryZoneてもJaffna地力にみられる集約酪牒舒祈；の例もあり，政府の

且•ll(~ 対する投資によりかなりの効呆が期竹さ {lてし'0,,

ノ、リランカの肉牛生産は，あくまで酪裳経宮に＿おける副咋物どして考えるの力、本娩であると息

われるか，この場合、 'ti辛される f中か↑内とし［市場に出荷されるまでの過程での最も効半的

九
6 につし＼ては，今から考えてし)かなければならなし1lliJ題である

~r, 者らがとく 1こDryZone 1: 関してひとつの章→ を設けたのは， rJ、卜述へだよ)I : , 凡'l「Dq

Zoneか1t:J'jこ悲地としでifi要な役',iii]合束しており，、11'よは 1月牛生r『C)みならす酪靡部門（こわ 1,,て

もその比重｛土大ぎくなることが［甕［六れるからである しヽ わはス 1/プシカ

介尉＇生を担 [・J.(I, 1る地］りだか↓口である。

来のぷ呼発）｝心'r})可
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1こ刈り，

芸
J

要を［い心,.

la (M) の 3

＼，；）村汀り 1-2戸の農家が

し,__ 、C

O)Madawachchiva地区を位帖ずる獣医官

/」， 9姐であり，まだ他C)

は地

しよると，

ZoneのBadulla地

ては牛が 5 頭，小干か 7 頭であ•)'かなりの開ぎかみられる J r

-、
9

と‘’方.'z:/文J也どしてボ1]1-甘さわ~ る 力汀広〈ダ斐さ ilご̂ し)うため， -ri, りり

も大ぎし;傾向かある し＼すれ・，こしても， DrvZone予は群と'._, •• ― されてし＼るため：こ，

Wet Zone に上しべ~ かなり 心、3
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表26 調査農家の牛群構成 (Dry 

L 也 灯 1
,

＇’ p
 

~
ヽ

~! 
ー＼
 

ー
~
＼ !A) 

Lー
-̂[fin 

調査農家数 10 20 20 50 

fo;j査叫数/J' 37疇 7 30.6 44.6 37.6 

(! 木Srnhala牛の比＇が(%) 69 89 58 70 

その他0ヽ品種 HanJna Banana Srndh1 

Sindhi Srndh1 雑種

Jersey Kdari 

Jersey雑柿 Jersey 

Cape cattle 

!P!: Polonnaruwa, ぶl):[Vlonoragala, (Ai :Anuradhapura 

品種 '- f--VJ 
I一- a ，ヽ かみられる (P) 地区では， イント系孔HJHfのHarz:ana, Red 

Sindhi f,ifl/J、多く， そ(l)他::』・-し），J /ヽ 系孔/HT車(!,Jersey

← カ， IA)J-也[.,Zit砕リ I/lltil K KilariCJ)純系

が比較的多く飼わ ;flCし＼る

か多くみら！しるの：上， この地域で

は州）イノト糸(!)タミール J)人々か多く fU1.ぐわ,;. (I色系の皮じをも')1 /卜糸の＇卜が奸まオ［る

か,・,・cある •般的（こは介木 1 し7) S inhala. 和［か［休であり， その雑柿合入れると大部分がSin―
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hala 系で占められている。 i .J, ! 
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少なくなど）てきているし同じ Sinhalei 
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も地域，

/C-
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,,, るた幻年々

牛群により皮毛り）色か少こ~ご）-・)沢）でむリ
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飼養管理の慣行

子牛の育成方法

り甫予Lf1卜は：［自］妾JiJ:'t・;から哨Jfしずる力＼

は：点月tこ::Hi・ 才);/1.るご｝

内しある杭，

それここれらの色り）ま

や柵につながれるしつぎしこ， .
L
i↓
 

?
．
 

ー

一

,-た
,)ふ

バケソからの哺孔も

—一二回か因通であるか，

まず，朝旱く成牛用の/¥卜‘）ク内

によ→ ては朝だ、 (tの一[r1I哺孔するところもある勺

せ-るか-f'「は30秒以内にリ 1ぎ離されるぐ，哺孔刺限：こより

ヽ

―li ，
 

ヽ

t
 ヽ

(: 

ると子牛は再び子牛小犀へ連れ戻され，

，
 

1
ー.

i
 

群;/Lを成

される。

て放牧地へ移動ずる。

される，しかし，

；こ少なし;。農

これちの飼料の給り址は多く C2 -3時間

かみられる、ヘ

にまれこみられる C

まえられて→

を連れ出し

を促すためである c

`
/
-c
 

/ ' l ヽヽ / '/ 

したがって哺乳鼠はほとんと期竹できなし＼

-}j母牛やその他のtiよノ＼卜；クから解放さ

された r,トには野草，稲わら

［こよ-)ては／、 I、:;グ）月辺に放牧するところもある。

，
 

ーこノ
＼f-

、ィ4 夕方｛こは屑牛が必らす群とともにパド J クヘ戻ってくる

9

1

 

-

]

 

、ル-I, 
ヽ欠

ミ
9

、

て
、n
~
,' 、3ふり

ャ
ご

本の鮒などか水と;レも：こ

しヽ ！ゞ してしま)fけで，非常

このよう::.哨l乳 f を
I・・,r 
し，＼

が-Jくからである。夕 }j,

母牛が戻ると，

哺乳

1ア_Jヤは：／卜1冦カヽら解放され哺乳を

このような哺孔期間をおわり，

により大きな輻かみられる。すなわち，

V)'(p) 地区で最も長く 6.4ヶ月， (A) 地11・c最も包かく 4.2ヶ月であ＇）た） (A)地区の中には約

1 -2ヶ月程度で搾乳をやめると共に，

’させている農家もあっだ 3

2) 

った［＾’卜は再び小屋へ押込められる。

成牛の飼養管理

ほとんとり）成牛は年間を通して放牧されてしヽる

される，大部分の自然草地は国布地であり，

［貯水湖）周辺，

のベ
‘’ 

万::',
j'-1-

窄地がある g

田：こ生えてしヽ る

される、 この哺乳時間は約 1時間程度である～

このタ}j哺乳は へ刑支(l勺1、:.

放牧t体の成牛叩みの飼査管雌に移行する時期は，地域

この哺乳期間は表31にぷず母牛(1)搾乳期間：ヤー

f牛の制限哺乳による悴理をやめ，け f-'トの行動を白由

不足のため，

増加するので，

国布他の大部分はシャングルで，

には刈取後の水[!]も利用されるか，

に利用されている。

いll寺其HIこ［艮らオしる c

主［してお

だけでなく成l・'t:,泊

クの水位か上昇し l'/地として利用でぎなくなり，

ガ欠t'.1:1;;:u ,f1 t:J;J, さられ， ィ及l開は Iヽド／ク 1=収容

その他にタンク(/¥

切株は日木と 1「i]様厨かし.¥

が悪化tる ［甘乍には野草の生咋凰か

'j"-0)宋養状態もある程度[u]復する，しかし， r,l・i}" 1-~ わし｝ても， タンク周辺はタン

まだシャングル(})惰IH,水：こ（＇えり， り＼：地はかな

り狭められる< 農家い上.)て

いうごとであ-)た しかし，

やJ:也として和l月］できる頂if責は

に人り水か51くにしたかし＼，

乍の 2/ 3 1 / 2 Iこ戚少すると

そこに新しい信が生えるので，
{

4

 ＇ 
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表27 成牛の飼養慣行 (Dry Zoneの調査）

地方 (Pl (M) (A) 計（％）

調査農家数 10 20 20 50 

放牧飼養農家数 10 20 20 50(100) 

Eな放牧地

道端，空地 1 l 2 4 (8) 

刈取後の水田 1 2 l 4 (8) 

国有地（タンク周辺， ジャングル） 8 17 17 42 (84) 

改良草地を特つ漿家数

゜ ゜ ゜
0 (0) 

補助飼料を給与している農家数 7 2 11 20(40) 

補助飼料の種類

稲わら 6 

゜
5 11 (22) 

野乾草

゜
2 5 7 (14) 

野生草 2 

゜ ゜
2 (4) 

木の艇

゜ ゜
1 1 (2) 

-Jコナノ＇ゾ if!!ミ ）レ 1 

゜ ゜
l (2) 

米ぬか

゜ ゜
1 1 (2) 

補助飼料を給与する対設

乾李 4 2 2 8 (16) 

搾乳牛 2 

゜ ゜
2 (4) 

妊如牛 1 

゜ ゜
l (2 J 

使役牛

゜ ゜
， 9 (18) 

(Pl: Polonnaruwa, (:Vii :Monoragala, !Al :Anuradhapura 

も['j然にそこに見ま')てくるとし＼＇）放牧ハターンが 1ザ年・繰返される。

約40%の農家は何らかの形て補助飼料を給りして tヽ る（表27) しかも， これは 闇の限定さ

れた1こにりえられて I,lる。 (MJ 地 }jでははとんと補給飼料は給りされておらず， (A) 地方ては使

役'Iこ('.糸13Im) に稲わらや野乾Iドを給りし Cいる程度である 0 (p) 地）jでは乾デに夜間，稲わら

を白由給りしてし＼る農家かし）くつかみられ， まだ枠孔＇卜や妊賑 'I'しこ対しても，少数例ではあるが

生 1'/(ゃ』＇け＇．｝飼料を給りしてしヽ る農家かあ）だ。

3) 牛舎及びパトック

刈通 JヽI、、 J クは夜I廿]:こ↑肘を収容i-るため 1こ，農ぷの！紅九I:_設けられ（し＼る。 I Iヽ・ ノク：ょ／＼ラ

線や木（］）柵rlnlわilてしヽ る I iヽ,ノクの大苫さは 1翡i:cn大ぎさにもよるか，捕litを容易にするだ
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め非営し くUHわれて l'る

もハド 'Jク内の

したが・＇）て，

に設けられている

けられてしヽ る。

！こなると /'iド，i ク内 し＼化しやずし

れている。 この場合，
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叶
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,

か

ャ

―

から ノ＼

労働力

に関する労働

入
5

、
上

ヽ
i
>

しかし・,

も われな

きる。朝の放牧地への

，
 

キふ~ これらの牛群とは別に

ド、j ク

日尤を避けるだめ， ヤ

に朝の搾乳と夕方の隼牧である。

は行われず，

し

されている

はその場所にも

る世話人の小屋も併設されてしヽる。

がって，

t

い+＇ ．
 

牛の行動にまかせているぐ）

7
ー

~" 

J
 

をし

必す［も全煩

使用人を

が多く， は日中

るとは限らなし＼

食行動が終ると自然にパト｀／ク

と〈に雨の日などシャンクルに留ってしヽる

者はあまり気にかけてし)なし＼ようてある。

一般に労働は家族労慟力！こよってまかなわれている C, 間望取り調査を実施した50農家のうち，

')ているのは26%だけであった。屑用賃 非常し：安い。例えば，

ってくる。し

かし lるが，

ある農家では食事

付で 5)しピー/f」, 他の農家では食事1寸で125! レヒー1月であった c "'舟笈Bり1こlU'りり 7)しピ.--tJ 

ドの賃金しか支払われていなし i。少年を う場合は食事だけという例もあっだ。

5) 稲わらと牛糞の利用

放牧地の草が不足する乾李には，粗飼料として稲わら給与は重要である。しかし，稲わらを家

畜に給与している農家は， わ に22%に過ぎない。 (P) 地方の農家を除いて，稲わらは焼却し

だり屋根ふぎに利用して＼ヽるだけである。

表28に よ)に，約90%の農窄かハトソク内の牛糞を止めており， 70%か肥料として利用し

ている。

表28 稲わ
f

ら と牛糞の用途 (Dry Zone) 

(P) (M) (A) 計（％）
.....、..................一....、............. •.•. . • ―... . 

調査農家数 10 20 20 50 

稲わり

焼却

地 :
J
 

｝
 

ぎ

飼料

堆肥

売月）

↑糞

集めてし、」る裳＇京数

売却

肥料

l

o

6

4

0

 

0

2

0

 

3

0

 

ー

1

5

0

2

 

0

3

 

1

1

 

24 (48) 

23 (46) 

11 (22) 

6 (12) 

2 (4) 

8

3

7

 

18 

゜16 
18 

16 

12 

44 (88) 

19 /38) 

35 (70) 

(Iり： Polonnaruwa, (;,II :Monoragala. (:¥I :Anuradhapura 

-~41-



,Jaffna地力に近い (A) 地方では，

na地方の農家に売り渡している。

を乾燥さ J::f, をしている Jaff—―

6) その他の一般管理

Dry Zoneでは，水田や畑地は簡単な木柵で囲われており，牛やその他の家畜が耕地に入るこ

とを防いでいる。とくに， Maha季（由李の栽培季）（こ入ると，水田や畑地に近いとこ巧では二

頭の牛が頸をロープで繋かれ，耕地に人れなしヽように行動を制御されるー、

牛の所有者は牛の脇腹や腿に焼きゴテを当て，自分の名前や頭文字を書いて所有を明らかにす

ふう自分の牛か他の牛群にまぎれ込むことがしばしばあり，盗難を防止する役目も果たしている。

とくに，牽引用の牛には十字刑矢印，腿の J-.に—:_本線など，いろいろなマークが焼ぎ人れられて

しlる。これは農民， とくにタミールの人々によって，これらのまじないの印か牛から悲魔

を追い払い， しかも特別な力を出させると｛言じられているからである。

牽引用の牛には，蹄がすり減らないように蹄鉄か打ち込まれる。

許通，雄牛に対する去勢は行なわれない，，使役用の推牛に対しては，管理を容易；こするために

去勢を行う骨1ftがある。去勢は長い棒 2本で精系を挟む簡単な力法である。しかし，今

に依頼すれば，去勢悩により，無料でよ勢が行われるようになっているしよ勢時期は 3地区の

平均では4.6オで，農家によ J ては 1、-7オとかなり開ぎかみられた（、この4.6オとし lう年齢は，

火勢時期としては遅過ぎると息われる c 即ち， この年齢までには牛体はほば成熟値に近しヽ発育を

示してし lるだめ， L勢は難しく，また失敗も多いものと息われる．）しかし，成熟に近い高月齢で

L-勢されるのは，前述のように1士t-般に低采蓑ドで飼義され，発育が悲いだめ，未成訊の若'¥

月齢で公勢されたものよりも．牽引力，その他の役用能力がすぐれてし＼るためであろう()

として車を牽引している1の中には， に雄のままである中か多く見られる

3. 繁殖成績

1) 子牛の生産

間き込み』合］査しだDryZoneの特定 3地力^の分娩，は録を表29にぷしだ、）

表29 繁殖成績 (1975"-1976) (Dry Zoneの調査）

地）j (PJ 
~
＼
ー1l 

＼
 

＼
 

i
 (Al 

初珈］分娩 (Jl齢）

ぅjゾl免!Bl/S州 (ff)

ぅH免｛受f7J[r1j和fi{寸 ()j)

45.6 

1.16 

1.5 

46.1 

1。26

2.8 

40.5 

1.28 

3.1 

平均

43.7 

1.25 

2.7 

(Pl: Po]onnaruwa, (Ml :Monoragala彎 iA):Anuradbapura 
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平均初阿分娩月齢は43.7ヶ月で30-72ヶ月齢とかなり開きがあった e この44ヶ月 う‘、j＜
 

と

数値から逆算すると，性成熟に達して妊娠可能になる月齢は約35ヶ月齢前後ということになり，

まだ牛体は発育寸1である。

分娩間隔は，平均1.25年 (456日）で， 1.0--2.3年の範lttlにあったしまだ，分娩後に発・I青し

付が行われるまでの期間は，分娩後平均2.7ヶ月 (1.0-9.0ヶ月）で， 農家により大きなちがい

を示している。おそらく，分娩間隔や分娩後の発情回帰は，母牛の分娩前後の栄菱状態が重要な

要因となっているものと思われる C すなわち，分娩時期が草の状態の良い予節であるかどうか

分娩間隔に大きく影響しているのであろう。また，比較的飼養管理が行ぎとどいていた (P) 地

方は，明らかに他の 2地力に比べ繁殖成績が良好であ）だ。

2) 繁殖季節

月別千牛生産の比半を図 9に示しだが，年間生産f牛頭数を100として， 月による'ti哨比奉を

百分率で表わしたものである。月により約 7%, から14%削後と，比較的安定しており，極端に繁

殖季節が片寄る傾向は示されなか-)た。しかし，年間を通じて12月から 2月にかけてと， 4 -5 

月頃の 2つのピークがボされた。

％ 

15 

10 

5 

,-

~ 

~ 

... 
↓ 

' 

螂畔•

n 
ー 2 3 4 5 6 7 8

 

9 10 11 12 月

図9 月別子牛生産率 (DryZoneの調査）

二ilit文配かllifの始めから f,tj予明 itiこか;)C」し齢的仕、中して1)―わit、:・¥¥る、:.ど在'1J::・1も訊）て

ある。また， 4, 5 /] I直は乾間とぶし lj; [打か降る予節であり，この 2・)し！）［＇「生哨ピーク Lt.Dry・ 

Zone Iこわ::l心州,:'t1: 信州:/J・--・7と ・:¥'Z C Cしヽ る j竺：こ， ＇：吃．店 i、一ぅ'riJ免Ltこ'j(;i:, 1兄：パリ）減少い
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た：］~、）平 ノ
＼ 修復ふ_)遅れるた位），次］ヽ

t, し八ど楕衣され＜ジ

も口予ま

4 -育種及び選抜

1) 種雄牛と交配方法

し-Jいては表30に］；しだように夕人工授梢を行）てし}る

ニされている例も多い

みるだけである (Pl地方では

るために，

れデ『」` ぎ

;.;)ようなfll「flの1!:hであ

牛セノターがあり

七ンター合利用している農

奇了「._,だり，セ‘／ター を償り受け~， 白

,:t (、 P)

＂
｝
 

~. 

｛こ少数例を

も比較的整-)て~ し;

をセンターに

し飼し¥1:. -ず

及び選抜基準 (DryZoneの調査）

地 }j (P) (、 Ml IA) JI 
ーー ·--~--------- -- ― ---―-・ — :—---- -- --- -------, - .. . •- - ------ • - . - - , .. --- ・—,_,_ -・-" -・ -------ー^ー---―’―....,,______ -・ • .. ―. • ... .. 

調告農床数 10 20 20 50 

交配/jり）ベ

人「j}柏をff-□） いる農家 4 

゜ ゜
4 

種妍1・ーセンターの雄牛を和l用してし｝る嬰家 n I 1 ， 
他の農家の左仔↑を利用しぐいる農家 ， 16 15 40 

自分で種雄＇、卜を持ってしヽ る農家 4 11 8 23 

他の農家に種雄↑ を打し（し＼る農家

゜
1 2 

悲準

交配に打り選抜左~ 考慮！~ し＼る農家 4 10 4 18 l成長

3 4 l 8 

体）T;'i 

゜
2 3 5 

項II
血統

゜
4 

゜
4 

繁外行『I l 

゜ ゜
1 

(P) :l'olonnaruwa, (:¥Jl :Monoragala, (A) Anuradhapura 

農家自身の種雄'l"・iこつし＼ては令 白分で種雄牛を持ってしヽるにもかかわらす，他の農家の雄牛を

利HIしてし)る罠家が多し',, これには，近くの農i家か優良柿甜＇卜を持，ってし＼る場合，発帖牛を連れ

cu-)、('.文配させる ：もある， しかし， 今般的 1 こは・つの 'f'群 1 こ 1·~数頭の種雄牛や交配叶能

のt1tl・かわり， ＇卜群内あるし＼は他の↑ 群の雌1ことの間でおij心:,, I、:i'l然文配が1iわれ Cし＼るの

あるうしだか）て， ［＇卜か中ま ilてもその父↑か詞定でぎなし.¥のか｝『通である();[了米，五十圃

化］交配 される場合， ご(})ような }j法は間題になるであろう｛う すくなくとも，交配の可能性
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のある不良雄斗は牛群から除くか， きである()

2) 選抜基準

文配に音り選抜や改良を してし＼る はわずか30%てある（表30)0 しかし，具体的には

していないとはいえ，優良種雄牛と交配させて牛群を改良したいと希望している農家はかな

り多い（表33参照）ぐ二れらの農家の［れにはよく成長する体栢の大苫しい卜を惰んでいるのは， 1本

の大きさと産乳鼠との間に高い相関があるということを経験的｛こ知っているからであろうへ (A)

地方では選抜に対してあまり考えていなしヽ農家が多かった。しかし，そのftlでは体型に対して注

文が多か-)たのは，牽引に適した を求めているからであろうで

5. 牛乳生産

1) 産乳量と季節変動

農家の牛群のなかに占める 2オ以Lの成雌牛の割合は各地）jともに43%前後で，牛群構成は比

較的、定している。表31に各地方ごとに牛の泌乳能力をぷしたが，成雌＇・トのなかに搾孔牛の占め

る割合は，地}jにより大きな差がみられだ。すなわち， (P)地方は53%とその割合が高く， (MJ

地方ではわずかに33%であった 0 (p) 地方で搾孔＇卜の割合か晶"のは，他の 2地力に比へ搾孔期

間が6.4ヶ月と長く，分娩間隔も知カ-.し＼からである。

表31 泌乳量 (DryZoneの調査）

地 方

*(A)成雌牛頭数 (2オ以上）

*(Bl搾孔牛頭数

対（〗搾孔牛割年l:l)/iA)XlOO (%) 

*ID) 1日‘・片り牛乳生／屯鼠／農家 (pints) 

*IE) l 男『りり 1—入了し生 Jiそ /it/ f l(D)/(BI (pints) 

(M) 平均

IF¥ ク ,, (i必乳J期間平均） (pints) 

(GI泌孔州の予節変動¥Fl・(El/!FIX100 

IHI最大必孔期／頭/II (pints) 

I I! i必孔期間 Ul)

iJI般汀必乳f1t/煩／泌乳期 (FIXIII(pints) 

)

1

6

3

3

6

3

5

4

3

 

8
 

）
 

．

．

．

．

．

．

．

．

 

8
 

J
「

6

8

3

8

3

4

8

7

6

'（

-

1

5

2

2

 

5

4

8

5

1

6

2

8

5

 

•••••••. 

6
 

3

4

3

6

1

2

8

3

5

3

 

1

3

2

 

)

8

7

1

8

3

2

9

4

2

7

 

••.•.•.• 

7
 

`

-

1

8

7

4

1

9

1

2

4

0

4

4

2

 

1

6

3

9

7

6

6

3

9

 

•• 

l
 
•••••• 

2
 

6

6

4

2

1

2

9

4

5

4

 

1

1

2

 

* 1976年7/j 予）の謁査II,'和，',i lpints~0.568 () 

iP1: Polonnaruwa, 11¥!1 ::¥lonoragala, (,¥, Anuraclhapura 

l頑 ,11り ：化：J, (p I J也）jぐ：ょ；屯{しJt)J廿tlり')屯し C'!'ービ）4.6pints, 1立）(; 必rl其／］（こオfし＼

f,7.5Pintsて1也Cハ2J-tfJ. }j C')『窄:1L'Iこ(=」じ ?
]
 

}Jぢ'./(; し［し＼心 まだ，搾孔期間も 6.4
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ヶ~ 月 ワ'-

pints _ /A) 

-)ぎ！こ，

1 り且'Jii) 、v-
豆）尼を (FJ

間Sり］＿

✓)280 pints :::.J七，ミで 2---31喜n

ヤ")し¥C :.t以ト ,J)ような

を・、9パ

すなわぢ， i
 

．
．
 ［
 

灯！

-Jた ニオl;.:、↓ ると， i
{
 

J
 

~' ~, 

＂
~
、
）

1

9

 

して30%

h文t880pint、と，＼ム;¥!) J也）JC万370

iEヽ）こ左JI:較し，そ

L C:tin (表31 り〗

(G)J, とく：： rA) 地万 しか ＇、だ，9

2) 牛乳販売状況

表32

i: ぷしだ

と自家消費量 (DryZoneの調査）

地）J
ヽ‘ヽ

●

』

ヽ 9,’ ーヽ
ー'‘ 、し）A

 

eià
‘ 計（平均）

10 20 20 50 

してし＼る 10 20 20 50 

'I乳を してし＼る JO 7 6 23 

ミルク公社 且企買

* ,1-.,;1日1;;セ凰；比：セ> 1 I pints 85.5 67.2 50.9 70.9 

*'f・ 孔販売凰 (pints) 25ふ0 12.0 7.2 16.4 

＊叶．賃 rピ Li:上る粗叶丈益（）レ ー／［！ 21.3 7.8 3.2 12.5 

'i:?L!'i 4.-, 肖費ht 3.3 3.2 7.6 5.1 

＊
 

んこ :、 llる農家(')l;、し！）

!Pi: f'olonnarmra, (¥!): la、(A::

謁査農家＇し nlへ了

し（しヽ るだ;tで，

しa 才d!?t、=私l「;:こ

シ
勺 して (lる こかし，＼、 P) 地方のすへて］）農

2地方で/J睾り 3月0)農家

!tNational Milk Board(/)← I> f > /、ミ）し＇］［サ占ヵ、あけ， 1,b 

る . }j'f111しI)2 J也り：、:;;t _・・ こ、')

合集め処J用し＼、.し＼

し¥(')・::-・, 11'.1予さオしだ

し、テ！、＼る 1:～過ぎなし,,. :: れは (PJ 地 Jjに

-/:! 整）で ti嘉からであ

7 > レ 」 iグ、＇｀ぎ化
c) -.- L、,)、ヽ--入'+

ヵ、！＼バ｝、か， り'Ljりl_f!/jしり：こ1,J、,iアt力{戌）り，

ん己

価格し

（ド）地力し:」じ＇』「出: : 安し' 表32::T

く：こ多 l¥ こオ！ら 21也}jJ)農＇ぷ 0')中:-'"ヽ

れ心

り;t //くし・ビか,'.A) 地）j(J) (I家消匹：式かと

l -2';)J n凡湛）］間て中止iる虞家t多〈みら

6 . Dry Zoneの畜産発展を阻害している要因と政府に対する農家の要望

表33(~塁象

-

）

 f,’ し。ヽ^
ヽ＇ をl

v
 

日オ’
1
,
1
 99 

f
 ,‘

 ,y
i
 

じでし・'心畜斤兌／瓦を切：r : し)る要囚ど，政府;: 対~ し：し')'笈望 iこ-Jし＼て調査しだ
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表33 Dry Zoneにおける畜産発展の阻害要因と政府

に対する要望（農家のアンケートで得られた回答）

地方 、），
）
 ー

9

し

,＇’ ー＼
 

ヽ

）
／
 

A
 

~
 

計{
▲ —•—• --------•-----•--- -・ ← •----一―-----------―—-·--------ー—← ---—·--—し――-·—- --•- -----•--- ----•------• ---------e -••" - -

10 20 20 50 

病気の制圧 7 13 19 39 (78) 

飼養管理の改善 4 4 9 (18) 

集乳施設の設置 l ， 11 21 (42) 

種椎牛センターの設置 8 20 11 39 (78) 

放牧地のオ広大と改良 6 13 11 30 t60J 

資本（低利の資金貸付） 4 

゜
5 (10) 

牛の盗難防止対策 8 11 17 36 (72) 

そ の 他

゜
4 3 7 il4) 

IP): Polonnaruvva, (~Ii :Monoragala, IA) :Anuradhapura 

最も強し＼嬰望：よ店気の制］上であ.Jだ Ill・5 iこ／］＜しだよ］に. Dry Zone・c, 飼菱されて !,iるJご

牛の30%は2オまでに何らかの病気によっぐ

と息われる。しかし，

し（し＼る現実をみると， 二J)'斐苧：土情然のこと

の数は第 lII章に述ぺたように，その絶対数は不足してわり，そ

備範囲も広く， シーフなとの交通手段が備）デ、し〉なし刈吠医官事務所も多 I・（＼ 名のため占及凸動は

おろか， 「］クチン投りも満足に行われてし＼なし¥(})か現状であるら

種椎↑七ンターの設買や優良種雄牛の貨付し

吹か感じられる。

多くの農家は，放牧地として［土l打地を最大限に利用し Ctヽ るとし＼うものの，！卜の健康状態や年

,｝ r
¥
 

几
又

．．． 

＂ 
ハ也

ト

fJ
rし

？
寸集

晶門の発展のだめというよりは， tしろ

る希望も78%と多く，農ぷの改良 iこ対jる危

投状態からみて，現状の頭数合さらに増加させることは困難であると息われる戸その中でし＼くつ

かの閃家が政府による人」］店地の開発を嬰望［てし,tこ

る要惰は42<(r)であ J だが，牛孔左牛▲ャ［しても販売でぎなしi-c,,る

は矩孔センタ..やその他の付屈施設を鎮叩して＼ヽる

かなりの農家が＇・トの盗帷にあ）（わり， その取締りの強化を噌Iしてし}るへそ J)中：こ：ょ．監

ト分になさ iしテ、し)なし]ため， シ＼ンクル0)中て折、1夕tし＇（し)る f「や，他の1群：こまぎれ二んてし＼心

例も多し＼ものと推祭される

低利半の資金貸付を叫んでし lる罠ぷは 1、Pl 地）jの農家を中心に少数みられだ こvりIl的ぱ，

大郊分

全般に対しでの投責りだめり」、〗::、あ心

他｛こ::1:, 道鯰や鉄道(!)そは:=ある嬰家は，文通市故0)だめかなり,))直i数の 1合失） (し¥:s v')・c 

その文寸姐を州んでしヽ る また，近く：こ人工j;哨青七ンターや屠場(})設立在と{!t・/四家もあり， :>・¥'/ 

クルの中：こ牛び）水飲場が是非摩しし＼〈どし＼う農家tあ）だ
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Wet Zoneにおける牛の飼養管理の実態

Midcountry とHillcountry 

Midcountry とHillcountryはスリランカの中央I- しており，標高は， 300--1, 500mと高

l' だめ，熱鬱にあ、って~は比較的冷涼な気候てある （表25)C 

両地方の中心である Kandy地）jとNuwaraEliya地方に飼われてし iる牛の頭数は約5.9万及び

3.2万頭で， スリランカ全体の 5--6 %, 水牛で 7%を占めるに過ぎない。農家 1戸当りの飼

規模は 3~6 頭で，比較的小規模の酪牒経常か

Kandy地方は，

である。

G. A. C. De Silvaの飼菱実態調査｛こよると，品種としてはAyrshireと

その雑種35%, Friesian とその雑柿24%, Jersey とその雑種18'Yc,とヨーロ 'jJ 用種と

その雑種かLに飼われており，純粋Sinhala種は0.5%で非常に少な()。籾!ri]柿付は約26ヶ月齢，

ク｝り免rill隔が16--17ヶ月， 泌孔州は11.3pints (6.4(7) /LJとDryZoneの値に比へかなり良好であ

っだ。 一般成雌牛に対する飼料給りについては， 草のみを給りする は15%と少なく， 85%の

農家は平均1.7kgの濃}'/飼料を給りし， その他にミネラルを給与している農家も多いc、草資源は

35%の農家か白分の上地だけから tるとしており， 57%が空地． 水田，道端などの自然草地

を利用して t¥る， 労働力につし＼ては59%が家朕労働だけでまか左 ・)・cおり， すべての労働を賃金

雇用者にまかせているのは14%にすさない,Nuwara El1ya を中心にしだHiI I countryでも大

1本（以たような飼跨笠理の方法であるか， ＇卜は多くのエステート労働者によ-)て飼われている

これらの地）jは比較的道鯰や鉄道も整備されており， ンター，肪蔵胞設， ミルクプラン

トなどの設備もあり， スリランカ：=おける酪農地盟であるゞ

2. Coconut triangle 

Colombo, Kegalla, Kalutara それにKurunegala とPuttalamの ＾部を合んでいる。そのう

ちKurunegala地 }jは1と水 1卜の煩数かかなり多し）ので， この地域の家畜廊］養頭数の比半は牛で

25%, 

である

水↑で30%以上を占め（しヽ る。＇卜の種類は， 暑い気候条件のためにZebu系牛がほとんと

この地域の・ニ）0)村1こつしヽ てu・）だ，
14, 

七イロ／農業開発調査団の報苫内 による家斎の飼菱戸

数の',iiiJ合と平均飼丘叫数を表34iこ,j'.、しだ'

表34
],j, 

Coconut triangleの特定村における家畜飼養頭数

'I 

水'I

すし1
¥・'、、¥''

i: わと')

ネ佑び） ［― -一 A __ H __________—-- J一ー り---—-村—-----~--
種類＇ I 飼脊Ii数(%) 'I'均 [;ii]表数 i 飼養Ii数（％） 平均飼投数

、-------、-+、-----、、-----------------------―---------——- t --――--------、-- -------—-、-—―-------
241, (2s.71 3.2 I 231; (22.3) 1.6 

6 (7.2) 4.5 i 37 (35.91 1.7 

32 (38. 3 ! 1. 5 ' 4  (3.8) 1.5 

0 101 0 0 (0) 0 

16 119.61 6.s 1 1 1 6. 7) 3.s 

48 



"a 
)
“
 

f
 r, 

刀＞f
i
 

末

9キ
tづ・,

家ば 2~, 3 

う農家が多くな')ている

が下＾びあるが？
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-近し,A ftで

はかなり

科用されて・pる，

，大ぎ

ミ］レクプラント

］ナソノ 1責l に和Imされ［いる他，

や道跨網

や刈取り後の

し(し＼るため，

）
 

t'‘ 

ンターや

↓ 束父・ デ 1),,., い早）、• ol c ., なと他(7)畜産：耶門も してし＼るゾ

3 . その他のWetZone 

Matarn, Ratnapura地方が中心で'',:の地械：こ飼われ（し｝る牛や水'l-:土7,'}ランカ

合休Cf)7 --8'. ん程度である o Coconut e と同様にコ :_1ナ］ノ［虐l卜草， 1ム［叫

U)白

も繁＇！ていない

及び水1卜を

r

)

 

/

t

 

を和］用しだ少規模飼 がほとんどであり，

¥Il 畜産発展のための政府の計画

1と政府牧場及びその他の組織機関の役割

1) 種畜牧場

してし)る主な政府牧場 を表35iこポしだ 3 二れらの牧場の役割は i)柾

畜を農家し供給するしーと， ii)生産された牛孔をNationalMilk Board (:,J. :VI. B) フ~ ラント

ること， iii)飼料作物（

ンターな

を供給することなとがTである内その他iこ

場としても利用されてし＼る 0

を刈羹農家に供給ずる場合は価格は年齢や晶種 1こ，上、、）て巽なるか，柑jこ！卜の場合交換制度

がある()すなわち，政府牧場の改良種推＇卜 1 頒とそれと見合う体屯の農家の '!'2 頭を交操ず~ る制

度である。将米，これらの政r{J牧場をより効半的｛こi占用することが必嬰で，そのためいは牛購人

豆）だめの低科貸付制度や1吋いじ．［金からの差リI制度なとを利l廿すへきであろう（．

2) Livestock Development Board 

1月'l・'J':1崖の1合展と l-1!,J流通合J叩化を促進させるだめ 1こ，政Ifりは1968年， Iょives tock Develop・ 

ment Board (L. D. B) を設四させた ［な業務内容は，次のようなことである， i) (j治体

役場に事務所を沢ぎ，’家畜に閃する法往CTJ/復行を徹）j又させる， ii) 新たに規位の)いなる）~因場を数

ヶ所設附ずる， iii)家斎

iv)が；主な店殺やJ!:J

1月の輸送機閏なと流通経路の合岬化を指導し， 市場を開催する，

を防止する co しか 1、., 現在のところ二の機閃は I・分に機椛してし、なし＼

l¥Iidcoun try, Hi 11 country 在111心（こ家斎ン］ーや家畜di場が間か1lるよう iこなり，農

に対｝る凶及盾動や改良へのIり］心を高める應昧て，非常に効出かあか） ・cl'るu しかし， 多く

の均所で定期的に家畜市場か間催されること ましく， これを通しで公」「な＇卜の取リ Iぎか行わ
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表35 主な政府牧場の概

牧 場 草地面積（、エーカー） 飼養頭数 品種 牛乳生産鼠(kgJ

Hi !J country 

Ambawela 

Diyagama 

Bopatalawa 

New Zealand 
....  → .. .......  . 

Dry Zone 

Polonnaruwa 

1500 10000 Jersey 

Tamankaduwa 

Kotaliya 
） 

2000 1400 A vrshire 

995 1159 Jersev 

3600 

1800 

2500 750 Friesian 

401 Jersey 

27 Aber. Angus 

108 Friesian 

計 1594

2600 

5000 

1400 Murrah水牛

1200 Jersey/, Sindhi 2700 

1600 
Murrah水牛

Surti水牛

インド系牛

Tharpakar 

Sindhi 

1500 

Ridiyagama 2075 

Nikawerat1ya 

Kangayam 

Khilari 

1568 Murrah水牛

改良 Sindhi

Sindhi X在来種

1600 Hariana 

Khilari (けん引用）

Kangayam (// 

Santa Gertrudis 

れることがより実際的であると思われる。

3) National Milk Board 

;[了斗こまずます増加する 要を見越し，良質で安価な'Iオしや孔製品を消費者に
,＇ 

！） 

者に対しては安定的収入脊確保し酪農舒＇；土を定行させる l」的C, 1954年， National:I.Jilk 
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14 ヽ

N. M. B. 

された、

るような孔製品加［［場を持べ；てしふる:,

Colomho ・ ・・・・・クリーム ， J タゞー， ヨーグ）し卜， アイ人クリーム， ギー

Polonnaruwa・・ →●  コンデンスミルク

Palleke!le ,, -• クリーム， J タゞー鴫 チーズ，粉ミルク， その他

Welisara ---粉ミルク， スキムミルク

Ambewela ---ー侶粉ミルク， バター， チーズ（フロセス）

これらの牛乳は生産者から集乳七ンターを経由して工場に運ばれる 0 年間墾乳鼠の推移を図10

にボした。

百万 IPints) 

80 

70 

60 

50 

40 
1970 '71 '72 '73 '74 '75 

図10 年間集乳量の推移 (NationalMilk Board) 

1975年以降条急、i曽して¥'るが． この理由の 部は センターの増加によるも（］）であろ L 1977 

年現在．集孔セ>ターの数は
5, 

してし＼る ； 

枇昇銀行の扱助なともあり， 10年前に比 A tJ_J・.i/)51ヵri/itこJ¥り/Ji]

しかし，

gle に集中しており，

これらの ンターはMidcountry, Hi 11 country及びCoconuttnan 

Dry Zoneは依然として残された地域である 4
 

だ士
6 z

 

M. B
 

める生

乳の1式は，

F. 

州のわすか 5%1こ過ぎなし｝
111 

A. 0 0り批定 ｛こ;.:ると. 1968年じ）入！）ランカ｛こお：ナる↑孔生r'i'.i礼16.2J; ・［ン左牛

:: /J~ すと，

Tea triangle (Mid及ひHill countryj 

Jaffna ! 女し、r・Lowland /Dry Zone) 

―74% 

2% 

--51~ 
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し、一 である

2 . 畜産発展のための諸外国の援助

人 i) ンカ！こ ス8 を表36に示ししだ

表36 獣 の な 海 外 援 助

提供国 開始年 ltil間（年）

オーストラ；）

カrダ

ンマーク

FAO 

フィ／ラント

インド

IDA 

11本

二.ェーシ

スウ→r_-一

WFP 

ランド

‘
/
 

.... 

羊ープロシェクト

孔用'H共給
鶏生産

殺歯消出及ひ付属機材

店場施設，：，！両

及び屠場施設

繁殖障古

草地間発

人工投梢精液

水t・,'f・フロシ L クト

酪農開発

牛所r;,,1性研究

材

研究機材他

フル・セラ恥吋祖

乳房炎対策

牛産教育センター

孔牛改良

トウモロ :Jシ生1吃

酪農，位地間発

総；t祇i
-、

、F1一`
.t 

$ * 0.2白i/j 
D.kr**4.3日万

D.kr 3.25百り

D.kr 2「・fj

S 0.28百万

s 9. 15 h 

S 4「
Hs***5. 42白^万

$ 9百万

:¥. Z. $ ****7. 7 }j 

:¥. Z.$ 13.6Jj 

:¥.Z.S 3.7 Ji 

I¥', z.s 4.8万

N. Z.$ 3.3万

$ 2、1n万

$ 2.9(j}j 

$ 4.21、'iJj

1975 

1975 

1975 

1973 

1975 

1975 

1975 

1975 

1974 

1975 

1975 

1972 

1974 

1975 

1975 

1975 

1975 

1975 

1971 

1974 

6
 

2

2

2

3

3

 

L

3

5

6

1

3

3

3

3

5

4

5

 

*'i; '. U.S. トル ** D.kr. テン~ ・ゞ、.・・-・ -・ 
ゞ

．， ククロ ン

**** :¥/. z.s : ニューシーラン l、ドル

*** Rs : イント）しピー
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援助の内訳は獣医学関係と酪農に関するものが多いが，その他に草地， など多岐にわたっ

ている。内容については畜産施設，機材，車，動物から，実験器具，薬品に至るまでいろいろで

ある。しかし，この中では実状にあわないため使われていないものもあり， また，機械類などは

故障した場合，部品などが手に入りにくいため修理が難しいものなどの問題がある。最近の大型

援助としては，スウェーデン政府により，ワクチン製造研究所が，またF. A. 0による[l蹄疫研

究所が建設中である。現在，人的な研究協力や技術援助に関しては，日本の熱帯農研が牛の産肉

性能 (1972--1978) と乳房炎 (1976-) に関する研究を継続しているが，その他にF. A. 0から

人工授精の教育，訓練についての技術者が派遣されている。

3. 肉用牛飼養の将来の動向

1) 蛋白質資源としての畜産物

家畜から生産される食品は，肉であれ乳であれその主な役割は蛋臼質の供給である。国民

な蛋臼源を穀類に依存するか，魚類に依存するか，あるいは畜産物に依存するかについては，白

然環境を含む農業立地，社会的環境（食生活の伝統や宗教的規制），国民経済の発展の度合いな

どの要因が重なりあって複雑である J

!; 

スリランカ国民が摂取する蛋白質の供給源を種類別にその割合について した例 を示すと

(1955~1960), 次のようになる c

食品の種類 蛋臼供給割合＼％）

穀類 50.0 

米 （ 38.0 

（ 小麦 12.0 

豆類を含む野菜 30.0 

動物性食!i/1 19.0 

牛乳 1. 4 l牛肉 1 
1. 2 

卵 0.6 

鶏肉 l 0.7 

魚類 14.3 

これによると，約 8割はt食である米や豆類からの植物性蛋日であり，動物性蛋白は残りの 2

割を占めるに過ぎず， しかも，その約 2/ 3は魚類からの俎白質である,.牛孔と牛肉はそれぞれ

全体の1.4%及び1.2%と非常に少ない 2

国民の食糧選訳は，単に食糧を供給ずる側の農業生［崖構造だけで決定されるものてはなく，所

得が増えて経済的余裕がでてくるにしたか Iゞ ヽ食糧選択の輻も広がり，襄生活も多様化してくる，こ

二れに伴し＼生産構造の変化も起')てくるのであるか， スリランカの場合， 利と [!~l l(は「食の米を
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畜産物生産と農家の経営

4 l"土で白

また，

140lbs, 

に等しい c

ん
ざ

大ぎな意義があるっ熱帯において酪農と肉牛とではともら

には生産費と販売価格との収支によって決まる。またさ
2 . 

と蛋臼質の生産物への転換効辛を試算している例がある

p
 ゚

4年かかり，

これによると，

皇日で14%の 合示すのに対して

エーカー ,IJり

でぱ‘、日丑t>-
¥ {皿守J ¥、”

，日

生体を通して

を

の場

生；／単に 4(い］の

された後，

そ~. ヤC'「I灸］は45lhsであ・)た Q

多くは，人間の利用できな t'ものを

ため人工草地に

は著しく低いか，

る力 iこ行利であることかII月らかにされているつずなわち，

1寸鑓生産ではとちらも 7%と約半分の値しかボして.l , 

1: 
しだ例を示すと

これらの試算は，限られだ上地から最大の蛋白質

しなければならないような状況においては有力な
Ii 

— 'Vi りの作目別収益を調査した例 を表38に示した。

表38

されだものを， 人間か科用す~ る

があると想定1る3

されると

牛乳生産のカ

米： 220lbs, 
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るな、と また，

前提
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ま

とし（た利用

利ガとし＼う選

な観
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六
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牛乳：

ヵ

特定作目および畜産の粗収益（エーカー当り）

項 目
エーカー＇片り

牛咤是

単位: ,i; り

価格（ルピー）

粗収入

（ルピー

直接生沖費

ルピー）

米

トウモロコシ

シャガイモ

ノ
―

r
)
 ヽ
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JOO bush 

20cwt 

60cwt 

12cwt 

8 cwt 

90cwl 

4000lbs 

300lbs 

0

0

 

0
 
0
 
0

0

2

5

 

....•• 

3

2

 

4

9

0

0

5

3

8

 

•• 

1

1

8

5

2

2

0

1

 

2
 

1400 

380 

4800 

600 

1800 

2520 

1280 

375 

180 

100 

1200 

225 

800 

1200 

550 

25 

相収益

（ルピー）
---

1220 

280 

3600 

375 

1000 

1320 

730 

350 

これ 1こよれば， 1t:J は酪農経常の約半分の収益である。 このよ）江．， 'H夕:]'卜:NlO)交力ぶFl:t.1+:

牛勿,;::化Jiこも経済的しこも， 最も不利である l' しかし，農玄が水廿]. ,lfll作，酪農， のし＼『れか

(/)経宮の選訳をサまられる場合，

然である 0

自然環境や市場などの農業立地条件に上→ ［制約されるのは胄

現実：こは， Dry Zoneにおいて肉牛経常と称されるものは人f 金0)かからなし＼自鯰草地に
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依存する粗放な飼養形態をとっている。すなわち，自然条件や労働力， など様々な制約のた

めにこれらの土地では牛しか飼えないのである。しかも集乳施設が不備のため必然的に酪農経営

は成立しない。しかも，この形態は農家経済のなかでは現金を得るための資産保有という副業的

な意味が強い。しかし，国家的観点からすれば，この飼養形態は，土地や資源を有効に利用して，

国民に牛肉を供給しているという点で評価されるへきであろう。今後，畜産物の需要や，流通の

大ぎな変化を伴う急速な経済成長が無い限り，このような飼養形態は存続ずるであろう。しかし

..••. 方では，人口増加に伴う牛肉需要の拡大に対しては，もうひとつの牛肉資源である乳用雄子牛

も，肉用として育成肥育する経営システムが確立されるべきであろう。

4. 牛肉需給の将来

国家経済的立地から農業部門においては，輸出越幹作目である茶，ココナノ '.'I, ゴムの他， 30

％を輸入に頼っている米などの生産に重点が謹かれるのは当然である。まだ，畜産部門において

は，一部酪農製品が輸入されているので，この自給を目指して酪農振興にも力を入れている。

牛肉については，前項に示したように，生産と流通に対する施策が遅れていることもあり｀そ

の絶対植は不足している。

1974年現在，スリランカにおける牛及び水牛•の頭数は各々 167.3 万頭， 71.6万頭である， また，

同年の屠殺頭数は26.0万頭， 3.5万頭で， これらの肉生産量は合わせれば2.37Jトンになり， 国

民 1人当り 1年間の消費量は約1.7kgである r、現在， ノー、リランカの人[l増加年は2.4%であるの

で，このままのペースでいけば約10年後の1989年には2,000万人近い人口に達することになる。

牛肉消費量を現在の 1人1.7kgの数値を維持するものと仮定すれば， 10年後には約3.3万トンの牛・

水牛肉の生伸鼠が必要になる。仮に現在の枝肉重量や屠殺率が変らないとすれば，これだけの肉

を生産するためには新たに 4割増の72万頭の牛と32万頭の水牛を飼う必要がある。

もし，現状での平均的屠殺時体重145kg,枝肉歩留48%を，屠殺時体重200kg, 枝肉歩留を50%

にそれぞれ改善すれば， 2万頭程度の牛の頭数が増加するだけで十分まかなえる叶算になる。さ

らに屠殺率が向jこすればかなりの余裕が生じることになり， 1人当りの消費量増加も期待できる。

今後は生産されるf-'卜を肉資源として最大限に有効に利用する技術と，生産システムを考えてい

く必要がある。そのだめ，今後解決されなければならない技術的な間題については次の章で述べ

る。

VllI 牛肉生産技術向上に関する今後の重点課題

1' 育種改良の方向

スリランカ 1こは， MidcountryやHillcountry を中心にヨーロ；ハ系乳用種， その他の地域

にはインド系孔川柿や牽1J11廿の品種か無秩序に雌人されており，その数は10,品種以上にのばる、3

目にこれらの孔川品種や雑柿につし＼ての咲孔能力検定が各地の政府牧場で実施中である C j列え

は", Hi 11 country のAmbawelaでは純枠Ayrshire, Diyagama やNewZealand では純枠Jer-
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sey, Bopatalawaでは純粋Friesiarしの 力検定が行われてし l.る， ZoneのPolonn-

aruwaでは JerseyX Sindhi, TamankaduwaではR. Sindhi, RidiyagamaではR.Srn-

dhi X在来種等について行われている。

肉用牛としては，現在のところ産肉能力試験は行われていない。したがって，まず最初＇

政府牧場で飼養されている水牛を含む前記の品種の発育データーの蓄積と解析が肝嬰であり，そ

の後，増体速度，飼料の利用性及び環境適応件などを合めた試験に発展させることが必要である・'

現在， スリランカの牛肉資源は， DryZoneからの在来Sinhala種子牛が主で，その他に中

央高地から生産されるヨーロソパ系孔用雄f牛，それに全国からでてくる老廃牛である 将来は

Zoneでも酪農地幣がかなりひろがると思われるので， Zebu系の孔用種である RedSin— 

dhi, Ha riana, Sahiwal などの品種やこれらの品種と在来Sinhala牛との雑種が急速に増

加してくるものと f測される。現在増加しつつある牛肉需要に対処するためには，上にあけた品

種以外でも様々な品種や雑種に一ついて，乳用種としての能力だけでなく，優れだ発育能力と飼料

利用性の高い品種や雑種をDryZoneの場で探し出すべきであろう。

P Mahadevan 2'は牛肉需要増に対処するために 2つの方法を提案している 0 第一は孔用雌牛か

ら生産される最初のf牛を， Charolais, Friesian, South Devonなど大きい成長能力を

持つ肉用種椎牛との交配によって得ること，第二は礼用雌牛のなかで，そのf牛を孔用として

成しないすべての乳用雌に，成長力の大きい品種を交配させることである。

2. 繁殖性能改善

スリランカの牛の繁殖率は低いと Vわれている。しかし，実際には，繁殖性能に関する本格的

な研究報苫は，農家の牛についてはおろか，政府種畜牧場の牛についてもなされていない c

初[iJ]種付月齢と体重，分娩間隔，分娩後の発情lf1]帰，生江f寸生産性などの調査とともに．

殖障害の実態調査などの桔礎的な資料を集め整理することが必要である。

特に熱帯特有の問題としては，低栄養と繁殖性能，高温下での雄牛の造精機能を貪めた繁殖件▲

能，乾季・雨李の季節変化に伴なう繁殖性能の研究調査などが残されており， とくに牛に加えて

か牛よりも低いといわれる水牛の研究も不可欠である。

3' 子牛の育成

第m章に述べたように千牛の死亡辛はDryZoneで2オ齢までに約30%, まだHillcountry 0) 

政府農場では 6ヶ月齢以内で23%と非常に高い これは衛生対策の不備の他に，低栄歪か疾病請

リlの大ぎな原因になってし)るものと思われるぐ

また， iH:牛の氾乳鼠も少なし）上に， 十分な単もな L'ため， F卜の発育は極めて應虹＼ したか）

C, 将来は-f-牛の別飼い）j式に上る発育促進とその経済'/生につ tヽ て研究が行われるへぎである；

まだ，乍節繁殖の叶能性＾，すなわち， f牛の発行に最適な分娩乍節も解明される必娑がある,, 水

↑ につ L'ても， f牛の育成ヽ卒や繁殖半か低いので， その向．上をはかるための研究が必要である＾
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4. 牛肉生産向上

ill-4に述べたように，スリランカの屠場で屠殺されている子牛は，若くて小さく，やせてい

る。 tにDryZoneから出荷されてくるこれらの肉資源としての牛を，そのまま屠場に送らず｀数

ヶ所に隼め，大規模かつ墾約的な方法によって飼い直し，肉用牛として効率的に利用する技術の

確立が望ましい。

5 . 飼料作物の導入と適性草種

現在，この分野での研究は， CoconutResearch lnstitute を中心にかなり進んでおり，各気

候帯における適性草種についてN-2に示した。

しかし，これらの導入草種について生産址だけでなく，耐病虫性，放牧適性（耐踏圧性，再生

カ，永続性），季節生産性，牛の嗜好性などあらゆる方面からの解明が必要である。

6 , 草地の造成および管理技術

現在スリランカにおける改良草地は，約 2万エーカー (8100ha) に過ぎない。スリランカ全体

でなお130万エーカー (52.7ha) が人工草地化可能地として残されているといわれる。

大型機械による草地開発は，技術的な面よりもしろ公共資本の導人など，経営経済面から考え

られるべきであろう。一方，スリランカは傾斜地が多く （とくにMidcountry), また，他の地方

でも経済的な面から機械の導入による草地開発が難しい。今後，蹄耕法，刈払い法，火入れ法な

どで単独に，あるいはこれらを組合わせた方法による草地造成が受け入れ易いと思われる。造成

期，導入草種などの研究とあわせ，これらの方法による草地開発研究も推進する必要がある。

その他の技術的課題としては，乾季対策としての粗飼料の貯蔵と調整利用技術に関する研究に

も本格的に取り組むべきである。

昭和53年11月
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が主るだ日である。
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郊外の肉いさん

枝肉を前と後；こ 2分し-べ.I札卜 II

ぎ，客cnit文に応じて切り

お

り十る。

ほとんど牛肉しかみられなしピ

写真 3

水↑枝肉の断面

脂籾は白色であるの
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写真 4

(Dry Zone) 

写真 5

乾季におけるタンク（人丁灌厩川湖）

店J辺の放牧風蚊 (DryZone), 雨季

I~ しよ， 手前まで水中に没する c

写真 6

における刈取後水田の放牧

(Dry Zone) 
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写真 7

雨季あけのタンク＼人丁．灌漑用湖）

固辺の湿地帯での放牧。草はあるよ

うにみえるが，嗜好性の悪い雑草が

多い。 (DryZone) 

写真 8

.Jaffna地方でみた山羊の放牧。

頸の下に長しヽ棒をくくりつけて耕作

地に出入りするのを防ぐ。

写真 9

農家で行った Sinhala牛の体重測定

!Dry Zone) 
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Sinha la種成雌

写真14

Sinha la 種成雌 1こ

写真15

Sinha la柿成雄牛←

牽引）flなので鼻にロープを通して

し＼る，2
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写真16

家畜展ポ市場の会場0 (Mid country) 

年に 1回ぐらい開かれるようになっ

っだ。

写真17

ポ J 卜を売り歩ぎながら旅をするニ

頭だて牛車。牽引はコフを利用して

おり，真中に稲わらをくくりつけ，

歩きながらでも食べられるようにし

てし｝る()時々バケツで水を飲ませる

(Dry Zone) 品種は在来Sinhala種

写真18

Kurunegalaの仕1でみかけたお客さ

んを行っ牛車
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写真22

しかし，
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写真23 同上
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写真24

牽引用の牛に蹄てつを打っていると

ころ。
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写真25

Mahaweli JI! 

の群 (Dry

写真26
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4豆日 1紅t計十129且の;j('f"・ を用いての
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写真27

農家の協同育成施設の近くまで草を

食べにぎてしヽる野性の水牛。

手前は自然草地，背談はシャングル

(Dry Zone) 
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写真34

Hill countryで最も有望な品種で

ある Kikuyugrass i、Penmisetum

Clandestinum) 

写真35

Coconut Research Institute 

にお（｝る試験圃場， ココヤシ樹下の

適性芹種に関する
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写真36

Signal grass (Brachiaria 

brizantha) 

Dry Zoneで最も有望な草種である-

写真37

Guinea-A grass (Panicum Max-

1mumJ 

Midcountryで最も多くみられるか

収斌は多いが，章質は粗剛である

中央地惜では雑草化されて道翡阻空

地にみられる

写真38

人リランカ大学（ペラテニ）’キャ／

ハス）の農＇、/:部， 晶唸圃場でみられ

だ (Giantpusa Napier (a hybrid 

penisetum) 0 』見在晶馬奥的［こ作られ

てし＼るだけであるか，将来行噌視さ

れてし)るハ
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